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第1章　緒

§1概　　　　説
1956年3月，三方嶽団地南部地区，

言

面積355．30haに．対するSystematic：Line－plot



Sampling方式による蓄積調査を第一次として開始した，宮崎県東日杵郡椎葉村所在・九州

大学宮崎演習林に対する標本抽出法による綜合的蓄積調査は，1960年11月，本報告による

萱原山団地の第六次調査終了をもって，5年間，6回忌わたる，面積2919．41haの全地域の

調査を一応完成した．

　その間，第二次調査としては，1957年10月，同三方嶽団地中部地区，面積731．13haに

対するSystematic　ICluster　Sampling方式による調査を，以下，第三次調査として，1958

年3月，同北部地区449．30haに対するRepresentative　Line・plot　Sampling方式を，第四

次調査として，1959年3月，矢立・合戦原団地436．07haに対するSystematic：Line－plot

Sampling方式を，第五次調査として，同年11月，樋口団地429．13haに対する，第四次と

同一Systematic　Line－Plot　SamPling方式，の各調査が，第一，三，四次は学生の測樹学実

習を兼ね，第二次は演習林本部（研究部）により，また，第五次は森林経理学教室と演習

林本部（研究部）の合同，のそれぞれによって実施されており，それらは何れも詳細な調

査結果が報告されている1～8）．

　本報告は，これらの綜合的蓄積調査の・一環として，既に調査終了の上記部分を除いた，

萱原山団地9，10，11林班全域，面積146．17　haを対象に，工960年11月，標；本抽出法に

もとつくSub　Sampli㎎方式によって実施した，蓄積調査ならびに生長量推定の結果につ

いてこれをとりまとめ，若干の検討と考察を試み，ここに報告するものである．

　なお，本調査の計画・実行に際し，瞼阻な山嶽林での現地主査に協力の労をいただいた

柿原道喜，椎葉傲嗣，坂口安の諸氏，本報告とりまとめに際し計算の一部を担当された原

田富美子，光安一夫の両氏，製図，墨入れに永松謙二氏，植物名分類に宮島寛助教授，な

らびに本調査の実施計画に当り種々の便宜を供与された演習林長大野俊一教授，　同研究部

青木尊重助教授，宮崎演習特長高木正城教官，同荒武時雄教官，他現地演習林関係者各

位，の諸氏に対し深謝の意を表する次第である．

　§2調査の目的
　当時，民有林であった現在の演習林2919．41haが，九州大学宮崎演習林として創設され

たのは1939年3月で，その2年後の1941年，実行期間10力年間の第一次経営案が編成さ

れ，その後は195工年度に暫定的処置として造林5丁年計画が立案され，既に計画年次を経

過したまま現在に至っており，第一一次につぐ新らしい経営計画の編成は未だ立案されない

ままになっている．

　本調査の主要目的は，かかる経緯にかんがみ，既往における第一次～第五次の調査目的

と同様，九州大学宮崎演習林に対し，標本抽出法にもとづき従来の林，小滴にとらわれず

に，蓄積ならびに生長量の推定を行ない，同演習林に対する第二次経営計画編成のための

基礎資料を提供せんとするにある．そして，今回は第六次調査として，既に調査終了の部

分を除く，萱原山団地9，10，1ユ林班全：域，面積146．71haに対し，1960年ユ1月14日よ

り19日までの6日間の日程をもつて標本調査を実施した．

　調査方式としては，対象林地の地形や林況，調査力（調査人員）等を勘案して，従来の

Systematic　Line－Plot方式を一・応排し，　Sub　Sampling方式をとり，抽出された各プロット

への測線はそれぞれ演習林界の石標番号から結びつけた．なお，調査ははじめ全域を

400　m×450mのブロック4つに区切り，その各ブロックから100m×150mの第一次抽
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出単位を4個宛，計16個を抽出，さらにその中から第二次抽出単位として25m×25mの

プロットを2個年，都合4×4×2－32個のプPットをat　randomにぬきとった．なお，

第二次抽出単位におけるプロットの面積は25m×25　m，すなわち0．0625　haとし，この

32個のプPットが6日聞の日程で調査された．

　調査項目としては，プロット毎に針。広別D．B．H．8cm以上の立木に対する毎木調査な

らびに各プロットを通じ一定本数毎に生長量推定のための標本木の測定（coreの抽出）を

行ない，また，これと併行して航空写真による蓄積推定のための基礎資料として，航空写

真上可視と見倣される立木についての樹冠直径（CD）を0．5　m単位に測定し，後日，航

空写真材積表調製ならびに航空写真による判読材積の精度検討のための資料とした．また，

全調査を通じ：測線測量，プロット区劃。設定，毎木調査，の各調査種目につき功程調査を

行ない，Sub　Samplingにおける功程分析の資料に供した．

　なお，これらの調査項目は4人の主査による4班編成の調査力により，当初の計画通り一・

応のスケジュールを消化した．　また，本調査では調査後の資料の集計・とりまとめにスピ

ードアップと内業の簡素化を企図のもとに，新らしい試みとして，使用野帳に特製のボーー

ルソ・一トパソチカードを用い，帰以後の資料の整理・分類，ならびに集計に予期以上の成

果をみた．

　§3調査林地の位置および地平，林子

　宮崎演習林は，宮崎県東臼杵郡椎葉村に所在する，九州山嶽林の殆んど中央部・脊梁山

系に位置し，宮崎海岸日向灘に注ぐ一ツ瀬川の源流地帯を占める，直門1東西約12粁，南

北11粁の間に散在する，三方嶽，矢立・合戦原，および萱原山の三団地，面積2919．41ha

より成る，標高6501n～1600mの山嶽天然生林で，北に西臼杵郡，南に児湯郡を堺とし，

西に熊本県球磨郡および八代郡と隣接する交通不便な山村僻地である．

　本標本調査の対象地である萱原山団地は，三方嶽団地と矢立・合戦原団地のほぼ中央に

位置する，同演習林全面積の略5％の小団地で，雌峰・萱原山の北面，および東，西面を

中腹より山頂に傾斜してまたがる，極めて急峻瞼阻な林地である．因みに，同団地の標高

は，最高1367m（萱原山）に対し，最低IX　9林班い小班の650　mで，平均標高1000　m，

その最大高低差は717mとなっている（第二図参照）．

　地質ならびに土壌は，本演習林の場合，各団地毎に幾分その性質を異にしており，とく

に萱原山団地は，三方嶽，ならびに矢立・合戦原の両団地の中央に位置するところがら，地

質は中生層および花譜岩地帯より成り，ほぼ両者の境界地帯に属する．また，土壌は母岩

の風化により概ね適潤，結合度は軟に属するが，傾斜度が急なため表土が浅く，とくに山

麓の渓谷に臨む箇所は随所に基岩の露出がみられ，他の団地に比し地味はもっとも不良で
あるalt．

　なお，同演習林の大部分は広葉樹天然生林で蔽われており，また，森林帯は暖帯林より

温帯林にまたがっているが，一一般に標高1000　m以上の林地が多いため，樹種は温帯下部

に相当する落葉広葉樹がその殆んどを占め，常緑広葉樹および針葉樹は本数，材積ともに

僅少である．いま，その主要樹種ならびに混交歩合を過去5回に亘る蓄積調査の結果か

らひろってみると，広葉樹の場合，エゴノキ，カエデ類，シデ類，ミズナラ，ヒメシヤ

ラ，リョウブ，シキミ，ミズキ，ブナ，サクラ類，ホウノキ，オノオレ，シロモジ，イヌ

＊1941年：宮崎演習林施業案説明書による．
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シデ，ミズキ，トネリコ，シラキ，ノリウツギ，アセビ，カシ類　イヌツゲ（以上の樹種

は各団地を通じ本数頻度の最大順位を10番までとったもの）等で，全体に対する比率は

本数で53％，材積で43％を占めている．また，針葉樹では，モミ，ツガが大部分で，

その比率は本数で全体のおよそ9％，材積で18％となっており，その他，アカマツ（本

数：1％，材積：4％），カヤ，イヌガヤ，コウヤマキ，ヒメコマツ，ゴヨウvツ等が散生，

あるいは点生的に生育しており，その比率は本数で全体の12％，材積で23％となつ1てい

る．また，小面積ながらスギ，ヒノキの造林地があり，その生長は概ね良好である．また，

全林地に亘りヤタケ，スズタケ等の下草植生が繁茂し，とくに林木の疎開せるところでは

群生をなし，その丈しばしば3m～4mにも及んでいる。

　なお，本演習林は，演習林設定前の民：有時代，すなわち大正の中葉時にモミ，ツガを主

とする針葉樹およびケヤキ，サクラ，ブナ等の有用広葉樹の大径木のぬき伐りが行なわ

れ，ためにその殆んど全＝域が伐跡地の不完全な更新地によって占められている，いわゆる

二次林的林相を呈している．

第2章　計 画

　§1調査プロットの抽出

　　i調査ブ．ロットの抽出

　九州大学宮崎演習林萱原山団地9，10i　11母班全域，面積146．17haに対し，　Sub　Sampling

（無作為副次抽出）方式に竜とついて標本調査を行なう目的のもとに，次表（第1表）に示

すとおり，まず，400m×450mを1単位とするブロック4つを林地の全周囲に内接するよ

うに入れた．これは林地の傾斜が極めて瞼阻なため，同団地の西南，および東南側の奥地

に対する調査が困難とみ，両端の奥地をはずすために行なった処置で，これより実際の調

査対象面積は，山頂を含む4プロヅク：800　m×900m－72　haとなった・

　ついで，その各ブロック『内を100m×150m，つまり1ブロック当り12個に区切り，そ

の中より第一次抽出単位（Major　unit）としてそれぞれ4個を抽出，その各Major　unit

をさらに25m×25　m，すなわち24個に区劃し，第二次抽出単位（Minor　unit）として各々

2個を抽出，都合4×4×2・・一・32個のプロット（Minor　unit）をat　randomにぬきとっ

た．

　　　　　　　　　　　　第1表　調査プmットの抽出単位

抽出単位　！　Block
　　　　　l
区劃イ騰）400ｰ獅
紬出個数　　　　4

　Major　unit　1　Minor　unit

・1・0kOmi25鷲m
・　4　1　2

　なお，Minor　unit（25　m×25　m）はこれをさらに4等分して12・5　m×125　mの最終単位

プロット（Ultimate　unit）とした．

　したがって，最終単位における総プロット数は，32（Minor　unit）×4＝128個となり，現

地における最終的なプロット調査はこのUlt㎞ate　unitによった・

　ii抽出プロッFの位置標示

　以上により求められた32個のプロット（第二次抽出単位二Minor　unit）は，これを1：

5000基本図上に，Block，　Major，　Minorの各unitを区劃し，前項iの方法にもとづいて

馬
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at　randomた抽出し，各unit別にプロット番号を標示した．

　いま，抽出されたMinor　unit　32個のプロットについて，これを一覧表として示すと次

表（第2表）のとおりである・

第2表　　抽出プロットのunit番号一覧

　Block　No．
（400　mX450　m）

1

2

Major　unit　No．
（100　mX　150　m）

2
4
』
ノ
0

　
　
　
1

ユ
」
月
1
Q
ノ
ー
∴

　
　
　
1

3
門
」
7
λ
U
2

　
1
1

4
2
3
1
0
8

Minor　unit　No．
（25　mX25　m）

4
6
4
7
・

　
で
⊥
1

2
8
ご
」
2
2，　17
3，　12

4，　8
10，　16

5，　16
4，　15
20，　22
4，　21

4，　18
1，　16
10，　11
12，　18

　次図（第2図）は，プロット設定位置図としてこれを1；5000基本図上に標示したもの

である．なお，同図上には演習十界に設定された境界石の石標番号をその位置とともに記

入し，抽出された32個のプロットはそれぞれ至近の石弓番号から測線測量によって結びつ

けた．

　なお，同団地の真北に対する磁針偏差は1960・0隼における等偏角線図（理科年表＊）に

より，略N5。20’PV≒1V5P躍とおさえ，これを図上にとった（第2図参照）．

　§2調査班の編成および使用器材

　　i調査班の編成

　　調査班の編成は，前節において抽出されたMinor　unit　32個のプロットを，14日より

19！日（11月）までの6日間の調査期間中，現地（宮崎演習林）往復のための2日間を除く

実働4日間の日程のもとに，1日1班2プ・ット（1Major　unit），4班計8プロット（4

M亀jor　unit：1Block）の調査を目標に，次の4名の主査をリーダーとする4班を編成，測

線測量，毎木調査，ならびに標本木測定のための伐開・伐倒作業補助に各班3名宛の人夫

を配した．したがって1班当りの調査力はそれぞれ主査1，人夫3，の計4名によった．

＊東京天文台編：理科年表一1960一・地第20図（等偏角線図）参照．

　なお，正確な磁針偏差は，萱原山山頂．（1367　m）における経度ならびに緯度を，地理調査所発

行1：50000地形図「椎葉村」より
　　　　　　　　　経度（E）：131。07’59’t．O　　緯度（ノ〉）：32020’32”．1

とおさえ，1960・0年に対する日本全土の地磁気偏角（曜）算出実験式

　　　　偏角（W）：D（1960・O）
　　　　　　　＝7QOIt．9十23t．89dop－7’．OldZ－O’，015ztq）2－O’．249dcpdz－OL489Aa

　　　　　　（ただし，dOP－OP－37。，dA；λ一138。：k・ずれも角度単位であらわす）

により求められる一同上・地118頁参照一
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N’　N 第2図　　萱原山団地（146．17ha）プロット抽出・設定位置図

27

BL－1

2，Ll

」47・

46

K45
　4．4，

JIB

9C

　
　
ユ
弗
乳 　36　　　　3537

3十

’7（

8C

9

Bレ3

　　40　．3．8
．ll，

　　　g，g

1

．r）

9

1

5

9

，2一　4

2

6

2

　710

0
～

6

10

2＝2

3

5

U　’7

’14

ユ1

5

3
16

蒔
口
馬
　
7

，11

8
0
P

　
1
4

8

12

4

8

1’・）v

21

些

1

5

9

4
8

5

2
’

層2

6

10

2
口1s

IPi（i

ii－T／i

1367m1’

S）　1　10

3
7
陶
［

三
把
7

　
［
田

　
ー
ロ
ー

！
i

　16
3

卿
’

l1

4

9
q
U

1窪

4

窟
12

1・2

BIIIirl

Bl’，一2

ユ0

27

26

2．or

畢

23

13

11

．2S

11

22

21

　20

3
9
閣

誘
3
）31

）Be

）29

12

1e

O　100　200・・　300　｛ICn　500　60（）in
J－b一一一．e一，t‘一N‘一一N．‘・一一・・nt‘，．em，

lsN

）16

’ユ1

19

1．8

第1班 第II班 第nl班 第rv班

柿原道副椎勲刷一塑安」．長正道



28

　なお，木梨謙吉は全般についての指導ならびに調査進行上に関する種4の指針を行なっ

た．　また，調査全期間を通じ現地地況に詳しい荒武時雄教官，椎葉深技官，の両現地職員

に演習林界の尻口番号および現地確認，調査協力等の労を受けた．

　　li使用器材
　本標本調査のための使用器材としては，測線測量およびプロット区劃・設定のための測

：量器材，堅木，標本木（直径生長量）調査のための減磁器材，野帳等，主として次の器材が

各班によりそれぞれ現地に使用された．

　a）測量関係器材

　望遠鏡付ポケットコンパス，メ一篇トル縄（50m），テープ（20　m），水平距離換算表，全

円分度器，1：5000プロット設定位置図，スケール（1：5000），1：50000現地地形図（地

理調査所発行「椎葉村」）

　b）　玉上，、標本木（直径生長量）調査関係器材

　輪尺（75cm），直径テープ，ワイゼ測高器，立木幹材材積表（熊本営林局），ソロバン（四

ツ玉），ペーパーホルダーJ生長錐，Swedish－bark・gauge，スケール（30　cm），ルーペ

　c）野帳，用紙，および文具類

　ホールソートパンチカード（毎木用），同カード用リング，プPット調査功程表，その他

セクションペーパhe（A－4），フルースカップ（A－3），チョーク，・マヂック’インク・（黒，

赤），ゴム付鉛筆，ゼムクリップ（小），計算用用紙類，資料整理用大型封筒

　以上のほか，各班共通器材（資料）として現地航空写真（1959年9月22日JFTA　PAclFlc

撮影，sH：m3AMuRA，山一・154，　No．10～12／c－5A一一KuMA一，引伸率2．5倍，写真縮尺1：

9102），同写真判読のための反射実体鏡，その他，宮崎演習林森林調査簿，植物図鑑　計

算機，キルビメ・一回ー，ホールソートパンチカード用パンチ等が現地において使用された．

　　　　　　　　　　　　　第3章　現　地　調　査

　調査は前章（第2章）§1において抽出されたSub　SamPling方式による第二次抽

出単位（Minorunit）32個のプロットにつき，次の調査順序によって各項目に対する調査

を現地に実施した．

　§1プロットの抽出

　　iプロットの抽出

　まず，プロット設定位置図（第2図）に標示された32個のプロットを現地に設定のた

め，演習幽界（萱原山団地）に設置された48基の石標番号をそれぞれ至近のプロット

に対する起点として，これを測線測量によって個々（独立）に結びつけた．また，林内中

央部のプPットに対しては，伐開線が入れられた2本の林班界に沿って，同じく演習林界

の石標番号を起点とし，図上と対照させつつこれも測線測量によって導き，それぞれ全プ

ロヅトを抽出した．

　　ii抽出プロットの区劃・設定

　前項iにおいて抽出された32個のプロット（Minor　unit）は，まず，これを0．0625　ha，

すなわち25　m×25mの方形プロットに区劃・設定した．なお，現地における毎木，標本

木ならびに生長量，の各項目に対する最終的調査は，これを次図（第3図）の要領にもと

づいて，さらに12．5　m×12．5mの4等分に区劃し，実際の調査はこの最終単位プロット

（Ultimate　unit）によった．したがって総プロット数は最終的には

　　　　　　　　　　　　　　32　（Minor　unit）×4－128

与
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となり，この128個のプロットについて，調査力4班，実働4日間の調査日程により，下

記項目に対する調査を実施した．

　　　第3図　　抽出プロット（Minor　unit）におけるUltimate　unitの区劃・設定方法

，．i．ii，一．．一i一，一，i．．一！

｛n 《2》

1

中心点 ／12ざ5m ：N3

σ

／ ゴ

12．5m
1

c3 ‘4⊃

ト』一一一25而 　　　一

N

Nl－

IIN

1）　Minor　unit：2S　mX25　m＝O．0625　ha’

2）　Ultimate　unit（1），（2），（3），（4）：12．5　mX12．5　m＝O．015625　ha

　なお，抽出プロットの番号の標示は，Block，　Major，　Minor，およびUltimateの各unit

におけるそれぞれの抽出番号を，たとえばBlock：1，　Major　unit：7，　Minor　unit：14，

Ultimate　unit：3，の場合，そのプPット番号は1－7－14一一3としてこれを標示した．

　§2毎木調査および標本木（直径生長量）の測定

　　i毎木調査
　毎木調査は，現地に区劃・設定されたUltimate　unit：12．5　m×12．5　m（0．015625　ha）毎

に，D．BH．．8　cm以上の立木に対して，針・広別1、各樹種毎にD．B．H，．，および樹高を，

D．8．Eについては2cm括約，樹高は1m単位に，それぞれ輪尺，およびワイゼ測高器

で測定を行なった．

　なお，本三木調査のための使用野帳は，調査後の資料のとりまとめ・集計のための内業

の簡素化とスピードアップを企図のもとに，新らしい試みとして，Plot　No．，樹種，　D．B．・U．，

ならびに樹高の各項目を，Plot　No．，樹種，　D．B．El．については，1，2，4，7，10，20，

40，70，およびO，00を，また，樹高は1，4，7，10，20，30，40，および0，00，

の各数字を2列孔に配列した特製の三木調査用1…一ルソートパンチカード（hole－sorted

punched　card）を用い，測定された林木は単木毎に現地で記帳し，帰学後，パンチによ

り項目別各測定値のカッティングを行なった．　この場合，プロット番号は抽出プロット

におけるBlock－Major－Minor－Ultimate，の各unit番号の若い順に1から128までの一連

番号により，また，樹種は針・広別に，これも一連番号によって全樹種を数字（コード

番号）化し，同番号によってそれぞれ標示した．なお，材積については数値（材積値）の

変動が大きく，かつ桁数の関係等で本方法による材積値のコード番号化は無理であるこ

と，また実際にその分類・整理等は材積の場合殆んど不必要と考えたこと，等から一応そ

の項目からははずした．

　次図（第4図）は，本調査に使用した上記永一ルソートパンチカードとその記帳・カッ
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ティング例を示したものである．なお，同図の要領でカッティングされたカードは，プロッ

ト別，樹種別，あるいは胸高直径階別，等それぞれの目的に応じソーター（sorter）によっ

て分類・集計，その他のとりまとめが行なわれた．

第4図　　本調査に使用したホールソートパンチカートとその記帳・カノティンク例
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　　fi標本木（直径生長量）の測定

　前項iの毎木調査講中，各プロットを通じ立木（毎木）20本の抽出間隔で，直径生長量

推定のための標本木をとり，同職本木に対し胸高直径部位（1．3m）に生長錐を挿入，最近

10年間のコアー（core）を抽出し，これを現地でmm単位に測定した．この場合，コア

ーの抽出方向による直径生長量の偏差を除くため，生長錐は常にプロットの中心杭の方向

から挿入し，かつ樹皮厚についてはSwedlsh　bark　gaugeにより，これもmm単位に測

定した．

　これより，生長錐によるコアー（core）の測定本数は，針葉樹（N）：29，広葉樹（L）：

88，計117本で，毎木全本数におけるN“87本，L’2170本，合計2257本に対する抽出

率は5．18％，抽出間隔ではt19．3本，略20本に1本の割合となった．

　　iii樹冠直径（Cl））の測定

　前項の毎木調査，ならびに標木木（直径生長量）の測定と併行して，航空写真による蓄

積推定のための基礎資料として，航空写真上可視と見回される立木につき，その樹冠直径

（CD）を，本調査により抽出・設定されたUltimate　unit　128個のプPaットにつき05　m

単位に測定し，それぞれ胸高直径，樹高，ならびにプロヅト全材積と結びつけた．な

お，本資料は航空写真材積表の調製を行ない，後日の現地チエッグと併せて，本（萱原山）

団地における航空写真による判読（推定）材積の精度検討のための資料に供した9、10）

　なお，樹冠直径（CD）の測定資料は，前項の標本木（直径生長吊）測定値とともに，毎

木調査におけるal・・一一ルソートパンチカードにそれぞれ記帳した（第4図参照），



31

　§3　調査日程，調査の予定と実行および調査功程

　　i調査日程および調査の予定と実行

　調査は現地（萱原山団地）の地況，林況，調査力，宿舎からの距離，等を勘案して概ね

1日1班2プロット，4班計8プPット（4Major　unit＝1Block）の調査を一応の目標に，

1960年11月14日より19日までの6日間，うち14日（福岡出発一宮崎演習林事務所：椎葉

村大河内到着），および19日（宮崎演：習林出発一帰臥）両2日の現地移動を除く15，16，17，

18日，の実働4日間の調査日程のもとに，抽出されたMi血or　unit　32個のプロットにつ

き，前章（第2章）§2により編成の調査班4組によってそれぞれ現地調査を実施し，当

初の計画どおり予定の全調査項目に対するプロット調査を完成した．

　いま，調査班4組によって消化された，当初の計画に対する上記調査日程にもとつく各

班別調査プPット番号を一覧表として示すと次表（第3表）のとおりである・

第3表　　調査日程対各班別調査プロットー覧

月・日（曜）

f

11．15（火）

1L16（水）

11．17（木）

11．18（金）

天 候
調　査　プ　ロ　ッ　ト

寄 口

！｝1／gglfocE－N．pt・　1　Majo！u／1！t！rlSg！Lt　No・！IYtl！lg！一｝lel！一lblg：torunit　No・

1 2
4
7
0

　
　
　
1

時々曇

曇　時々小雨

晴

2

4
6
4
。
7

　
1
1

2
8
5
2

3　1　2，17
7　1　3，12
9　1　4，　8
1iZ　1　10，16

4

3

2
3
6
8
3
7
0
内
∠

　
　
1
1

4，　18

1，　16

10，　11

12，　18

5，　16

4，　15

20，　22

4，　21

調査班

III

I

IV
II

II

III

I

IV

I

III

IV
II

I

III
rl

IV

　　ii調査功程
　Sub　Samp血lg方式におげる調査功程分析のための資料として，前項の全調査日程を通

じ，測線測量，プロット区劃・設定，および生長量推定のための標本測定を含む直木調査，

の各調査項目につき，現地調査と併行して，功程調査（時聞測定）を実施した．

　次表（第4表）は，調査（同実働）凶聞，調査プロット数，ならびに現地プPット設定

のための測線測量距離，の各項目を各班別に集計・標示したものである・

　なお，同表において，測線測量距離（合計1685　m，各班平均421m，同1日当り105m）は，

4－Block：林内における伐開・プロット抽出のための測線距離であって，演習林界における

石標番号，ならびに林幽界にそってのばした測量線は含まれていない．

　また，調査時間，とくにその実働時間が，平均各班1日当り181分33．75，略3時間の短

時間を呈しているのは，宿舎から現地（調査林地）までの往復の距離，ならびに現地林分

の地況・林況が極めて急峻・瞼阻で渓谷が深く，かつ，ヤタケ，スズタケ等の下草植生の

繁茂が甚だしく，ために調査旧聞そのものよりも林内移動，その他の附随的行動に多くの
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第4表　各班別調査功程一覧表
調査班「噛誘＼則11」5 11．　16 11．　17 11．　18 計

1

II

III

IV

全体

調査（実働）時間

調査プロット数
測線測量距離

調査（実働）時間

調査プロット数
測線測量距離

調査（実働）時間
調査プロット数：

測線測量：距離

調査（実働）時間

調査プロット数
回」糸泉浪」量E巨禽佳

調査（実働）時聞

調査プロット数
測線測：量距離

（4．15）

　　2
　125

（4．10）

　　2
　185

4．52（3．32）

　　　2
　　　95

525（3，32）

　　　2
　　11S

（1529）

　　8
　520

3．20（2．40）

　　　2
　　130

（3．20）

　　2
　25

5．17（4．05）

　　　2
　　175

4．53（3．23）

　　　z
　　150

（1328）

　　8
　480

（2．25）

　　2
　75

3．15（2．25）

　　　2
　　　50

4．13（2．53）

　　　2
　　175

2．43（1．51）

　　　2
　　　0

（9．34）

　　8
　300

（2．35）

　　2
　100

（2．30）

　　2
　85

2．19（2．14）

　　　2
　　125

3．35（2．35）

　　　2
　　　75

（954）

　　8
　385

（11．55）

　　8
　430

（12．25）

　　8
　345

16．41（12．44）

　　　　8
　　　570

16．36（11．21）

　　　　8
　　　340

（48．25）

　　32
　1685

（単位：時間＝「時間・分」，測線測量距離＝m）

時間を費したことにその原因があげられる．

　なお，全調査期間を通じ，III，　IVの両班により記録された，現地到着後における，調査

時間に対する調査時聞内実働時間のパーセンティrジを求めてみると，皿班の場合，調査

時間：16h41・mに対し，同実働時間：12h　44　mで，実働時間の占めるパーセンティージ

は76．3％，IV班では16血36　mに対し11h21　mで，そのパt・一一・bセソティージは68．4％，

また，両班をこみにした場合，そのパーセンティージは72．4％となっている．

　いま，これを功程調査（時間測定）における原資料から，各調査要因（項目）別にその

時間的比率を求めてみると次表（第5表）のとおりである．

第5表　　調査要因（項目）別置程に対する時間的比率

融
班

I

II

III

IV

量測線十

三
％

比
二
分

三
時
．　
劇

線
離
測全
熟
、
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5
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5
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0
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単位判 ioo　1　36．6　1 1　1　32．g o．062sl　3s．6　1

平刻 i 1　2i．，　1 ）　36．3　1’ 1　42．，

　すなわち，各班をこみにした場合，上表（第5表）より，測線測量では100m当り略37

分，1プロ．ットの．区劃・設定に同33分，同プロットの毎木調査に同39分を費しており，

また，その平均的比率は，それぞれ，測線測量：21．2％，プロット区劃・設定：36．3％，

毎木調査；42．5％，となっている．

第4章　調　査　結　果

§1調査プロット別本数，材積の総括



33

　前章（第3章）の現地調査において抽出・調査（毎木調査）が行なわれたMinor¶unit

32個のプロットにつき，いま，これをUltimate，　Minor，　Major，およびBlockの各unit

別に，針葉樹（N），広葉樹（L）をこみにした，本数，ならびに材積を総括・標示すると

それぞれ次表（第6表［1］，［II］）のとおりである，なお，材積計算のための使用材積表は

熊本営林局：立木幹回材積表によった．

　　　　　　　第．6表　　調査プロット別抽出単位別本数，材積総括一覧表
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　§2　総蓄積の推定と誤差の計算

　いま，Block　4っの各々Fにおける第一次抽出単位：Major　unitを2（2．一12），第二次抽

出単位：Minor　unitをP（P・＝・24）とし，これにもとづいてat　randomにぬきとられた各

unit別抽出個数をそれぞれq，　pとすると，その関係は第2章・§1・：第1表より

　　　　　　　　　　　B－4，　e－12，　q－4，　P一＝24，　p－2

すなわち，全抽出個数はB－4より，q－4×4＝16，　p－2×4×4－32，となる．

　いま，この全抽出個数にもとづいて，ha当り，ならびに調査対象面積：萱原山団地9，

10，11林：班全域146．17　hqに対する本数，および材積の推定とその誤差の計算を行なうと

それぞれ次のとおりである．

　　i本　　　数

　まず，前節（§1）第．6表［1］の本数総括表における測定木（毎木調査木）全本数2257本

より，1プPット当り平均本数はMinor　unit　32個のプPットから

　　　　　　　　　　アー弩多一7α5313（本）

となる．

　いま，25m×25　m（0．0625　ha）プロット単位における第一次抽出単位間Block内，およ

びその誤差項，つまり第二次抽出単位間第一次抽出単位内，の両要因間における有意差検

定（Fr検定）のための分散分析を試みると次のとおりである。

すなわち

ならびに

）21（Minor）2一　179219

Z’　（Major）2＝＝一　343813

X（Block）2一　1295223

お　ゆ　か　　　　　　る　る　な

ΣΣΣ（ア2）一ΣΣΣ（ン2）

　　　一Σ（Minor）2・一179219



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35

　　　　　　静歯［（P・Yq）・］

　　　　　　　　　一一S　［Z（Major）2］　一一一21一　×　343813－171906．5

　　　　　　］bl．i？’一iSli［（ptq・yB）2］

　　　　　　　　　一一2一×1・一2c一［2］（Block）2］＝一一ls一×1295223－161902．s7s

より，分散分析のための各要因に対するSS（平方和），およびDF（自由度）はそれぞれ

　　　　第一次抽出単位間Block内

　　　　　　　・ss一瞬逸［（P・Yq）司一毒当［（P・q・yB）2］

　　　　　　　　　一　171906．5－161902．875＝　10003．625

　　　　　　　：DF　＝B・（q－1）

　　　　　　　　　一4×　（4－1）　一12

　　　　誤差（第二次抽出単位問第一次抽出単位内）

　　　　　　　・ss一当弛げ）一÷湿［（P・y・）・］

　　　　　　　　　一179219－171906．5－7312．5

　　　　　　　：DF＝一B・q・（p－1）

　　　　　　　　　一4×4x　（2－1）　一一16

　　　　全体（第二次抽出単位間Block：内）

　　　　　　　：　SS＝：SS］］ill（y2）　一L］e：，aJ，　Si［（P’g’yB）2］

　　　　　　　　　一179219－161902．875－17316．125

　　　　　　　：DF＝一B・（q・p－！）

　　　　　　　　　一4×　（4　×2一　1）　一28

　これより，分散分析を示すと次表（第7表田）のとおりである．

　　　　　　　　　　第7表分散分析表　　〔1〕本　　　数

　　　要　　　　　　　　、因　　　　　　　　∬　　　　DF　　　MS　　　　　F

第一次抽出単位間Block内
誤　　　　　　　　　　　　　差
1（第二次抽出単位間第一次抽出単位内）

10003．625　12　833．6354

7312．5　16　457．0313

not　slg，

1．82

全　　　　　　　　　　　　休
（第二次抽出単位間Block内） 17316．125　28

　すなわち，分散分析の結果では第一・次抽出単位間Block内には有意差は認められなかっ

た．

　なお，ha当り，ならびに調査対象全面積＝146．17　ha当り推定本数は，1プロット当り平

均本数（y）一705313（本），および上表（第7表［1］）の分散分析におけるMS（平方平均）

二833．6354を（7，457．0313をDとし，これよリアの分散V（ア）を次式



　36

　　　　　　　v（y）　一B：．Gllp一．p　［c（一2i’rq一）＋D（与ρ）（s）］

より
　　　　　v（70，s3i3）　＝＝＝　2［s．il－z4　．　2［s33．63s4　×　（！ltE4s　4）　＋　4s7．03i3　×　（22－2iztL212）　×　（i．42＞］

　　　　　　一　一3－12　［833．6354　×　O．6667＋457．0313　×　O．9167　×　O．3333］

　　　　　　一一一31－2一［555．78472118＋139．63956798］

　　　　　　一一一lil－2一×695．4242sg16

　　　　　　一　21．73200903

すなわち，1プロット当り平均本数70・5（本〉の分散は21・7320となる・なお，その標準誤

差SEは
　　　　　　　SE一±／ア（ア）

　　　　　　　　一士／21．73200903一±4．6618（本）

また，誤差率Eは
　　　　　　　　　SE
　　　　　　　　　　　×　100　　　　　　　E＝　＝一：一

　　　　　　　　　7
　　　　　　　　－74－6tts6一一31－i3　×　loo－o．0661　×　1ioo＝6．61　（％）

　これより，haならびに調査対象全面積：146．17ha当り推定本数はそれぞれ

　　　　　1ha当り推定本数

　　　　　　　　．・1［ア士5E］

　　　　　　　　　　a
　　　　　　　　　　一。一．。1　t7s”×［7・・5313士4・6618J

　　　　　　　　　　＝1128．SOO8±74．5888

　　　　　　　146．17ha当り推定本数：

　　　　　　　　；　146．17　×　［1128．5008±74．5888］

　　　　　　　　　　　一164952．9619±10902．6449

すなわち，針・広合計による全体での推定本数は，ha当り1128．5本で，その標準誤差は

士74．6本，また，調査対象林地：萱原山団地9，10，11林班全域146．17ha当りでは

164953．0本で，同標準誤差は士10902．6本となり，その誤差率は6。61％である．

　　ii材　　　積

　前項iの本数と同一計算方式により，同じく前節（§1）第6表［II］における材積総括

表より，1プロット当り平均材積を

　　　　　　　y一二野一71492（m・）

とおさえ，25m×25　m（0．0625　ha）プロット単位における，第一次抽出単位間Block内，

およびその誤差項（第二次抽出単位間第一次抽出単位内），のそれぞれの要因間に対する

F・検定のための分散分析を，まず

　　　　　　　　＞il（Minor）2＝＝：　1910．636134

　　　　　　　　X（Major）2一　3655．270204
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ならびに

より，分散分析のための各要因に対するSSおよびDFをそれぞれ

　　Z（Block）2一　13194．323390

　　B　a　p　4　4　2
　　XXZ　（y2）／　一　Z2］Z　（y2）

　　　　　　一＝〉！1］（Minor）2－1910．636134

　　舗伽〃・）・ユ　一

　　　　　　＝一一llJ　［IZI（Major）2］　一一li一　×　36ss．27024

　　　　　　－1827．635120

Ss［（P姻・］一2如［Σ（B1・・k）門一考×13194・32339・

　　　　　　一＝1649．29042

第一次抽出単位間Block内

　　　　、∬＿⊥湿［（〃，）・］＿一L当［（P．q．ア。）・］

　　　　　　　p　　　　　　　　　　　　　　　p・q

　　　　　　－1827．635120－1649．29042＝178，3447

　　　　：　DF一　B・　（q　一　1）

　　　　　　一4×　（4－1）　一＝　12

誤差（第二次抽出単位間第一次抽出単位内）

　　　　，ss一当並（ア2）ユ並［（ρ．ン，）・］

　　　　　　一1910．636134－1827．635120－83．0010

　　　　：DF＝＝＝B・q・（p－1）

　　　　　　一4　×4×　（2　一一　1）　一　16

全体（第二次抽出単位間Block内）

　　　　：　ss一　SSS　（y2）　一　一p－liS［（p・q・yB）　2］

　　　　　　一1910．636134－1649．29042－261，3457

　　　　：DF－B・（g・p－1）

　　　　　　一一4×　（4　×2一　1）　一28

これより，材積の場合の分散分析を示すと次表（第7表［II］）のとおりである・

　　　　　　　　　第7表分散分析表　〔II〕材　　　積

要 因 ss DF MS F

第一次抽出単位間Block内
誤　　　　　　　　　　　　　差
（第二次抽出単位間第一次抽出単位内）

178．3447

83．0010 2
6

1
↓
¶
此

14．8621

5．1876

2．86at

全　　　　　　　　　　　　体
（第二次抽出単位間Block：内）

261．3457 28

　すなわち，上表の分散分析におけるF験定の結果，材積の場合，第一次抽出単位間Block

内の分散は5％の危険率で有意に高いことを示した・つまり，このことは100m×150m



　3g，

での第一次抽出単位間（Major　unit）の材積の分散は有意的に高いことを，換言すれば，第

一次において抽出のMajor　unit　16個口材積値は，その抽出地点毎にばらついており，林

分としての均一性は認められないということを意味するものである．

　また，haならびに調査対象全面積：146．17ha当り推定材積は，1プPット当り平均材積

（ア）＝7．1492（m3），および前表（第7表［III）におけるMS：14．8621をC，5．1876をD

とおき，これよりアの分散7（y），SE，　E，をこれも前項iの本数の場合と同様にそれ

ぞれ
　　　　　　　7σ）一君↓ψ［　2　一qc（　　　　　　　　9）＋・（P云ρ）（者）］

　　　　　　　　　一t■4T，［14・8621×（制＋51876×（￥）×（告）］

　　　　　　　　　一“t　［14．8621×O．6667＋5．1876×O．9167×O．3333］

　　　　　　　　　一一！i！tT［9．90856207＋158sls762］

　　　　　　　　　一　一312一　×　11．4937196g

　　　　　　　　　－O．3S917874

　　　　　　　SE＝士／v（ア）

　　　　　　　　　＝±／0．35917874一士O．5993（m3）

　　　　　　　　E＿革×100
　　　　　　　　　　ア
　　　　　　　　　＝　g．iilzgsggg　×　100　．．，　o．os3s　x　100　．＝　s，3s　（o／．）

すなわち，1プロット当り平均材積7．1492m3に対する分散は0・3592となり，同標準誤差

（SE），および誤差率（E）は，それぞれ±0．5993　m3，8，38％となる・

　これより，ha，ならびに調査対象全面積：146，17　ha当り推定材積は次のとおりである．

　　　　　1ha当り推定材積

　　　　　　　　　・1［ア土5E1

　　　　　　　　　　　　一α。125×17．1492士O．5993］

　　　　　　　　　　　　＝114．3872＝ヒ95888

　　　　　146．17ha当り推定材積

　　　　　　　　　：146．17×［114．3872土9．58881

　　　　　　　　　　　　－16719．9770士1401．5949

すなわち，Minor　unit　32個のプロットにもとつく推定材積は，針・広合計による場合，　ha

当り114・3872m3で，その標準誤差は士9・5888m3・また調査対象林地：萱原山団地9・10・

11林班全域146．17ha当りでは16719．9770　m3で，同標準誤差は±　1401・5949　m3となり，

その誤差率は8．38％である．

　§3　直径階別本数・材積の頻度分布とその百分率

　調査全プロット（Minor　unit　32個）における調査木総本数2257本，同材積228・774　m3

につき，いま，これを針葉樹（N）・広葉樹（L）別，直径階（2cm階）別に，その頻
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度分布，ならびに百分率を示すと次表（第8表）のとおりである．　なお，表中，（）内の

パーセソティージは，針，広欄は各直径階における各々の比率を，また，N・＋L，および合

計（Σ）欄については全体の比率，のそれぞれをあらわしたものである．

　　　　　　　第8表　　針（N），広（L）別直径階別本数ならびに材積頻度分布表

　　　i　　本
昭列　　　　　N　　［　　L　　　i

数

ノV十L

材 積

N L N十L

　　ロ
（6）・

　8
10

12
14
16
18
20

22
24
26
28
30

2
4
6
8
0
2
4
6
8
0
2
6
0
4
4

3
3
3
3
4
4
4
4
4
5
5
5
6
7
9

　　　一一・％一

　13（14，9）

16（18メD

l器
l！l：葦1

2（，　ii；i

2！1：乙！

誰：ll

iム（2．3）

　2（　2．3）

1i

I　l

　　　　，　　　噛　　　　　　　　　　■　一

21　　　87（3．9）

　　　％1　％1　3（O．1）　1　3（　O．1）

482（22．2）　1　495〈21．9）

518（23．9）　1　534（　23．7）

302（13．9）　b　310（　13．7）

275（12．7）　1　283（　12．5）

160（　7q4）　1　168（　7t4）

100（4．6）1　103（　4．6）
95（　4．4）　1　100（　4．4）

51（2．4）　1　56（　25）
40（　1．8）　1　45（　2．0）

36（　1．7）　1　40（　1．8）

21（　1．0）　1　23（　ID）

25（　1・2）’1　27（　le2）

　8（　OA）　1　9（　O．4）
14（O．6）　1　16（　O．7）

10（　O．5）　1　10（　O．4）

　5（O．2）　1　7（　O．3）
　7（　O．3）　1　8（　O．4）

　2　1　　2
　3（O．1）1　4（　O．2）
　3（O．1）　1　4（　02）
　3（O．1）1　3（　O．1）

　2　1　　2
　1　1　　1
　1　1　　1
　1　1　　1
　1　I　　l
　1　i　　l

　皿3％
O．231（1．5）

O．497（3．3）

O．334（2，2）

O．561（3，7）

O．729（4．8）

O．379（2．5）

O．869（5．7）

1．025（6．8）

1316（8．7）

1．043（6，9）
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1．292（85）
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　　M3　％
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6．232（　2．9　）

3．698（　1．7　）

5．792（　2．7　）
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3．034（　1．dl・　）
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1・473（　Oe7　）
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　　M3　％
O．043（　O．02）

10．364（　4．5　）
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i6．411（　7．2　）

21．350（　9．3）

16．438（　7，2　）

13．712（　6，1　）

16554（　7．2　）

12．132（　5．3　）

11．734（　5，1）

12518（　5e5　）
8．424（　　3」ア　）

10．667（　4，7　）

4．647（　2．0　）

＆520（　3．7　）

’6e232（　2・7　）

4．990（　2．2　）

・6．691（　2．9）

2」70（　LO）
4．544（　2．0　）

4．520（　2．0）

2．472（　1．1　）

3．460（　1．5　）

1．473（　O．6　）

1．465（　O．6　）

1．896（　O．8　）

2．744（　1，2　）

4．722（　2．1　）

217e）（96．1）
2－2to－／ioo．o）　iii’s”i’i（161．65一”Ll一＞li｛，［lilli’（1．sgi　gut．4　1一一i2st．i］i2iE74　i61616Mi5

　上表（第8表）より，本数の50％までが針（N）で14cm以下，広（L）では12c皿以

下の直径階によって占められており，これより急に本数の減少を示し，とくに30cm以上

では1yで9・4％，　しではわずかに2・7％となっており・本林分が極めて小径木過偏の林

分であることがうかがわれる．

　これに対し，材積のパーセンティr一・一・ジはほぼ一定で，その50％まではNで28cm以

下，Lは20・cm以下となっており，むしろ，本数の頻度の少ない上級直径階で50％を占

めるという，全体としては極めて貧弱な材積状態を示している（第9表参照）．

　なお，次図（第5図）は，直径階別本数，ならびに材積について，これをパーセンティ

ージとしてそれぞれグラフに示したものである．

　§4樹種別本数・材積の頻度分布とその百分率

　針葉樹（N）と広葉樹（L）の比率は，本数で3．85％（N）：96．15％（L），材積では6．64

％（N）；93・36％（L），となっており，本数，材積ともに針葉樹の占める比率は僅少で，こ

れより，本林分は殆んど広葉樹林によって蔽われているといってさしつかえない．

　とくに，本調査では57種の広葉樹を識別しているが，その主要樹種は，本数による場合
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第9表　　直径階別本数・材積の頻度累積百分率表

　　　　　　　　　　　　　（D．B．　ll．30　cm以下）

D．BH．
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∠
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材 積

N L
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30．5

39．2
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56．9
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12，8

20．3
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第5図　　直径階別本数ならびに材積百分率グラフ

！’VXX・（，）1．1“！N／“

　　　　　　●＼へ

・一一・ G本数
十一一十：材　積

10 20 30 40 50 60

Ati．．一N一．．‘t

70　80　90　100　　　　　　D．B．　H．　cm

シデ類（11．43％），エゴノキ（8．94％），ミズメ（8．25％），リョウブ（7．01％），カシ類

　（6．73％），カエデ類：（6．18％），ミズキ（4・75％），ノリウツギ（4・15％），ブナ（3・37％），

　クルミ　（3，18％）

となっており，また，材積では

　シデ類（13．91％），ミズメ（12．42％），カエデ類（7．79％），ブナ（7・72％），クルミ（7・67

　％），ミズキ（6．97％），ヒメシヤラ（5．86％），エゴノキ（4・91％），カシ類〔（3・73％），

　サクラ類：（3．64％），リョウブ（3．21％）

となっている，

いま，針・広別各樹種につき，本数，ならびに材積の頻度分布を示すと次表（第10表）の

とおりである．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、



41

寸
の
，
O

い
い
．
O

．
O
ひ
．
O

◎◎

揩潤D

り
O
．
一

い
O
．
一

＄
．
一
ト
い
d

O
卜
．
O

O
◎
o
．
一

三
．
一

。。

閨C

n
O
『
翰

卜
寸
．
い

9
．
目

雲
．
卜

肩
．
ト

い
い
．
H

病
．
り

◎◎

m。

m
◎◎

｡，

ﾓ
α
ひ
．
N

O
O
．
コ

α
り
．
寸

oo
ﾐ．

ﾚ

需
．
O

α
い
，
O

卜
α
。
O

δ
．
N

9
．
H

N
H
．
目

い
ト
．
一

．
お
，
O

寸
卜
．
O

N
ひ
．
一

寸
燈
．
O

コ
．
O

給
。
一
り
O
．
O

り
ト
．
目

℃
斡
．
【
う岬

降
寸
N
．
一

．
N
ゆ
．
O

芯
．
①

O
o
o
．
い

ト
N
，
一

＄
，
卜

N
卜
．
卜

O
り
．
一

ト
ひ
．
O

α
卜
．
卜

面
卜
，
面

漏
．
鳴
N
寸
．
目

ま
．
寸

ま
，
虫8
d
9

む
。
属

α
N
．
O
ぺ

．
O
O
．
一

◎o
｡．

n
N

N
り
．
O
い

．
漫譲
q
．
≧

怪
中
悔

O
α
卜
．
O

◎◎

閧
п
C
H

い
8
．
d

ま
N
．
寸

菖
寸
．
N

ひ
ひ
σ
「
．
N

9
卜
．
o
n

寸
臼
．
一

〇
甑
．
H

象
O
．
寸

寸
い
ゆ
．
N

漏
【
へ
．
一

N
。
。
卜
，
卜

9
い
．
N
祠

。「

m
卜
．
N

寸
◎
o
の
，
2

ま
寸
．
9

N
い
い
．
【
覧

N
ひ
o
o
．
菖

09
｡
O
．
ヨ

ひ
い
α
．
ト

い
寸
。
◎
．
燈

．
N
鎗
，
O
N

…
ま
寸
．
〇
一

〇h
n
卜
．
α
N

斡
。
Q
門
9

寸
マ
N
，
O

目
o
o
O
．
【
嚇

N
9
．
O

O
N
O
。
寸

ゆ
。
o
り
．
卜

。⇔

ﾟ

い
ト
．
0

9
．
一

〇
N
．
H

O
N
．
円

需
．
回

需
．
H

寸
り
．
円

◎o
n
．
目

卜
卜
．
州

ま
．
H

．
ト
一
，
N

爲
．
N

N
N
，
N

．
N
い
．
N

◎◎
掾掾B

m
ゆ
O
．
面

素
．
笛

ま
，
笛

O
い
．
寸

寸
ひ
。
い

卜
寸
．
O

dう
g．

n
笛
ひ
．
卜

O
ゆ
，
◎
Q

ま
．
9

い
9
。
．
n

，
給
．
O

、
臼
，
O

，
び
う
ひ
．
O

．
い
n
．
N

鰹
算

｛

興
誹

◎◎

m．

O

8
．
目

い
N
．
論

い
N
．
H

【隔

蝿
ト
い
，
H

9
．
目

い
ト
．
H

い
Q
◎
．
一

8
．
N

ゆ
N
．
N

累
．
N

、
誘
．
N

電
．
N

O
O
．
笛

○
◎
一
。
翰

鳩
笛
．
飼

い
一
．
寸

い
ト
，
寸

。◎

X
り

n
卜
．
0

8
．
ト

一
鴇
．
。
o

寸
ひ
。
◎
◎

．
專
．
コ

ト
一〇
N
三景嗣

．
寸
σ
、

ト
の

．
o
o
の

O
寸
等

O
O
，
0
9

O
り
．
寸

＄
．
寸

寸
卜
．
い

三
。
寸
国

N
α
．
O
O

寅
岨
．
之

憐
虫
悔

α
寸
．
O
い

O
り

ト
い

い
り

α
り震O

α

型h

I
寸
σ
り
一O

菖

．
N
鴇

．
α
賢
寸
9

◎o

ﾒ

　
　
　
　
　
．
O
O
月
N
毎
．
畠
咽
の
§
智
賠
§
嬬
も
§

　
　
　
　
　
　
　
　
．
び
コ
≧
魅
h
ミ
一
働
ミ
§
へ
華

0
切
q
廻
国
赴
ミ
ミ
ミ
．
』
邸
〉
．
臼
弱
■
超
軋
量
遣
昏
魯
鴫
壽
M
N

　
　
　
　
．
⑪
O
口
N
一
〇
．
ゆ
り
咽
の
賠
判
q
建
ミ
℃
q
軸
盤
§
、
養
）

　
　
　
　
　
　
　
曾
口
三
餌
熔
℃
誉
。
§
『
り
篭
鎚
．
謎
ミ

　
　
　
　
．
昌
。
昏
。
噂
’
6
一
≧
q
、
、
§
り
黛
ミ
勉
陛
ぺ
書
ミ
、
も
、

　
　
　
　
　
　
　
O
口
H
譜
口
自
ミ
迷
昏
讐
り
ら
譜
ミ
恥
起
Q

　
　
　
　
　
　
　
q
O
（
【
．
（
【
§
繋
O
§
『
亀
も
、
馬

　
　
．
日
頃
O
頃
．
】
　
ぢ
誉
q
§
§
讐
。
§
覧
§
鳶
§
り

　
　
　
　
　
　
　
．
ρ
ロ
コ
自
ミ
q
昏
。
嶋
。
ミ
ミ
建
叢

．
の
O
O
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　．
q
。
自
§
δ

壁
ミ
沼
田
死
恥
鴇
．
吻
⑪
O
n
q
書
ミ
◎
．
桐
帽
〉
．
ゆ
q
揖
賠
ミ
廻
ミ
℃
拷
二
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
9
監
ミ
ミ
桜

　
　
　
　
．
0
9
P
N
岱
．
を
一
の
q
べ
S
匙
鱈
陵
。
ミ
唱
、
虻
塁
ミ
リ

　
　
　
　
　
．
Q
Q
月
N
届
．
憩
哨
の
§
嵩
匂
。
．
轟
電
窺
§
ミ
9
謹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
日
桐
X
銭
≧
U
黛
ミ
ミ
心
心
り
軌
建
ミ
智

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
口
禍
三
q
q
ミ
§
馬
ミ
リ
硫
㌶
譜

．
．
円
o
b
o
o
属
ミ
建
嵩
農
ミ
．
お
〉
．
を
あ
ミ
ミ
㌶
Q
健
q
職
賠
動
塾
§
§

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
砺
日
O
寓
婁
動
詳
O
亀
階
O
Q
り
遣
ミ
O
い
U

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
勢
』
毬
ぺ

　
　
　
　
　
　
　
　
．
α
o
o
魯
Q
聖
遷
◎

。
O
O
月
N
一
Φ
．
信
噌
の
捻
》
・
ミ
凶
刃
㍉
魅
嶋
§
ミ
嚇
ご

．
O
Q
員
N
．
も
．
岳
咽
の
虐
悪
芯
S
§
ミ
ミ
遣

．
O
O
コ
N
這
．
＄
唱
の
§
ミ
奥
ミ
。
§
、
R
ミ
魯
り

　
　
　
　
　
　
　
　
d
の
り
藁
＆
ミ
窯
）

卜
◎
o

　　　　　　ノへが　　蕪薫習言言終薫副司蕪
♪～ヤへ十、十二二二昇1卜

訟＼雨＼敏
　　t　　　　　x　R
ヘム @　rくy　聞香
　な　　　　　　ロ　セ

卑然～＼るトへ∬トへ卑ト
）ト）’）））　）））））

冊子卸卜十nうズ貸b

短
　
ト

　
へ
’

　　十へ＝’L
Ipt　RJ

　　争ぐn峡

＼
　
心

　　　　ノへ　　　　　　　　　　　ノヘノへ　　　
終凄蕪蕪蕪　蕪蕪薫蕪凄　話調誌薫霞
二十℃卜十・　1三岳紙十、’〃

　　．x　・X．
＼へ＼　心

　　R　　　9敏＼　ミ
笑帆卜m　　　十

R日ムひト　樗ミ’・ノバトへ

VVVNJV　VVVVV騒晋うぐト騒　瞭十箸・ト〃’

　＼　D　　隼　Pt
隼　敏　　，N．　　’豆田　　ミ

　2n　m　H　　　　　　　　ひ

N細帯二二

ム　　　、

　《笑　＋、

ヘ　　ホ

卑　？x　y卑　e

VNJVVvl
”ハト糠冬騒

　　tsx；　’：tY

音る

　　へ帆奉
　x

ト”！燕んへ十N・ム」奉や亭〃！＼”m、へH”ノ：＿＝・

りト◎◎（あ。▼→N　th寸い

目網一目NNNNNN
・一t　N　Cfi寸い
F→▼一｛一一，一・｛

v卜ooσ㍉〇
　　　　一

F唄N笛寸い

面一．い■守寸
廟の．N

　
　
．
O
り
麗
N
も
．
ρ
⑪
咽
の
ミ
患
り
還
口
唱
留
日
自

　
　
　
．
8
づ
N
b
．
一
帽
あ
§
謹
為
二
心
導
§
謹
熊

．
8
薗
り
O
．
量
の
ミ
§
ミ
ミ
き
三
幅
§
§
潟

　
　
　
　
．
O
O
員
N
↑
O
．
ρ
O
あ
魅
§
三
角
忠
江
平

　
　
　
　
　
　
．
出
邸
Q
§
Q
四
六
魅
摯
自

．
癒
畳
．

（
終
ヤ

．
（
蕪
ら

．
（
蕪
箸

（
薫
碁

臨
終
碁

㍗PtKトヤ
vvvvv／
量R”叶～＼斗

ト
　
長

；　vly卜

（
順

行
）
憩
　
鯉
　
華

（
≧
）
囚

・一INeq寸い．
o
渚

網
梓
魚
遡
懸
樫
奨
思
筍
．
愈
層
無
畳
一
議
細
結
遡
「
面
（
q
）
題
、
○
く
）
志
　

榔
〇
一
舐



却

．
ゆ
％
逗
（
墨
母
ト
い
9
）
「
糊
置
推
奨
楼
」
餉
辮
踵
ζ
灘
喩
．
笹
楚
．
嬉
卦
筍
．
％
棉
騒
魚
．
（
蝉
終
）
蝉
塁
　
徳

42

O
O
．
O
O
肖

り
笛
．
ま

鴇
．
O

い
O
．
O

い
O
．
O

卜
O
．
O

繍
δ
．
O

り
O
，
O

卜
O
．
O

い
O
．
O

い
O
d

コ
．
0

9
．
○

蕊
．
O
．

コ
晦
O

oう
黶D

n
O
O
．
O

爲
。
O

oo
｡．

n

菖
．
O

寸
り
．
O

守
．
O

い
一
．
O

面
N
，
O

ひQO笛「守卜
Cfi　N　A　th　N．
　　　　ロ　　　ロ　　　コ　　　　

ooooo

O
O
．
0
9 》

卜
卜
．
。
Q
斜

ま
い
。
“
㌧
漏

「．　
　
δ
d

　
　
卿
う
O
．
O

　
　
e
h
O
．
O

褻　8
．
O

鷲
O
．
O

霞
b
．
O
．

N
O
O
．
O
．

α
8
d

ト
い
O
．
O

覇
α
o
．
o

り
9
。
O

O
O
．
0
9

い
一
．
O
α

　
　
　
　
　
ト
い
鋼
．

O
O
」
O
O
H
　
　
O
卜
祠
N

ゆ
O
．
0

8
．
0

8
．
O

O
O
．
O

。o
n。

n
一寸NMいOH一〇〇サ　　ロ　　リ　　 ロ　　ら

一〇〇〇〇．

望
．
O

寸
↑
．
O

鴇
O
．
O

爲
。
〇

一
い
．
O

い
一
．
O

α
O
．
O

等
．
O

ゆ
一
．
O

い
N
，
O

ひ
囚
d

O
面
O

菖
．
O

O
【
晦
．
O

N
寸
．
O

o◎〇一σ㌧的
り｛thO寸N
F司一一F咽・一4
　　　　ロ　　　の　　　ロ　　　リ

ooooo
ゆ
ヨ
。
O

N
二
．
O

卜
寸
N
．
O
．

ピ
8
【
n
．
O

O
ε
．
N

噛
◎
。
昌
．
O

一
〇
「
α
『
O

　

寵
　
。
。N

α
O
．
同

◎◎

ﾎ
．
O

寸
り
寸
．
一

〇
寸
ひ
．
〇

一
需
，
O

裳
い
．
O
．

卜
N
O
．
O

oo
n
卜
．
O
．

◎◎

ｿ
N
．
O
．

α
寸
O
．
O
．

α
α
。
。
．
O

蕊
。
．

頴
．
一
誇
．

調
O
卜
N
．
O

富
．
O

冨
．
O

扁
．
O

論
．
O

辱
．
O
等
d

α
寸
．
O

α
寸
．
O

簿
．
O

響
．
O

oo
｢．

n
り
O
，
O

呂
．
O

い
O
。
O

α
O
，
0

8
．
O
．

α
O
．
O

ぴ
O
．
O

寸寸寸α◎㌧
r－4F4i－lo⊆）
リ　　コ　　　　　し　　ゅ

．ooooo

　
臼
．
0

　
9
。
O

＝
講

NN．Nooth
面th笛NNロ　　け　　　ロ　　　　　　ら

ooooo
富
．
O

N
寸
．
O

り
寸
．
O

謂
．
O

蔚
．
O

一
い
．
O

一
い
．
O

O
り
．
O

＄
．
O

ひ
り
．
O

u→一NNNN回
n　cf）　ct’）　N　N寸寸寸寸寸トトトN◎亀の一一〇（あ。◎

一Ψ咽F司
いza　tn一目
▼■→F血目一くH

i

O
揖
づ
脈
岩
q
階
ミ
鐙
O
§
「
昌
帽
〉
．
ρ
口
三
」
U
．
§
㍗
ミ
§
、
q
誉
爵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
門
口
5
自
阻
轄
ミ
唱
ミ
◎
嶋
笛
硲
h
ミ
黛
笥
§
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
．
執
執
。
δ
U
賠
ミ
窒
亀
、
篭
O
q
軌
ミ
笥
、
℃
譜
Q

．
O
O
月
N
一
〇
」
留
嗣
の
勤
§
隔
O
、
ミ
q
寵
O
ミ
ミ
竜
も
曙
O
◎
自

　
　
　
　
　
．
O
O
月
N
↑
O
，
ρ
0
哨
の
亀
鳶
り
嚇
ζ
訪
句
醤
ミ
屠

　
　
　
0
口
H
三
m
晦
ミ
嚇
跨
勉
り
討
熔
、
軌
酷
ミ
譜
ミ
禽
魯
黛
哩
§
q

　
　
　
　
　
　
　
　
．
N
唱
嗣
O
）
【
農
O
禽
ミ
O
心
吻
ミ
§

δ
O
肩
N
朝
0
．
9
0
咽
の
窺
§
暑
母
準
ミ
緊
、
ミ
、
き
ミ
隔
ミ
軸
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
曾
魯
ミ
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
昏
の
出
O
↑
の
賠
為
鴇
息
§
嚇
卜
賄
隷
母
嘱

　
　
　
　
　
　
　
　
．
紹
図
邸
、
一
≧
魅
野
魅
も
赴
O
へ
賠
醤
§

　
　
　
　
　
　
　
．
口
d
　
0
自
自
硫
選
塙
O
遂
砺
遣
謡
魯
心
ミ
軌
“
転
弓
馬

　
O
協
同
一
一
≧
亀
％
黛
魅
ヒ
q
ミ
．
門
口
〉
．
口
唱
裁
鶏
唱
§
『
曽
ミ
、
巽
ミ
澤
9

　
　
　
　
．
O
O
琵
N
趙
の
。
を
咽
の
象
裁
ミ
熔
嚇
9
熔
ミ
き
ミ
賠
環
§

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
N
℃
咽
O
）
｛
り
隔
詳
勉
ミ
唱
勉
q
h
喫
セ
嵩
O
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
o
⑪
O
自
q
楠
唱
隔
鳶
鴨
吟
嵩
§
誉
心
句

勢
国
邸
Z
§
§
、
S
◎
．
細
面
〉
聴
図
6
Z
国
ミ
ミ
虐
へ
斗
出
竈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
起
咽
の
§
特
鎚
O
§
、
ミ
霞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
σ
咽
Σ
選
。
魯
嵩
§
拷
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肩
璽
邸
ブ
【
ミ
篭
心
O
、
、
、
、
魁
、
O
N
鍵
恥
心
唱
臥
轄
（
園

．
〉
吋
の
6
．
』
U
口
磁
靹
凝
り
§
ミ
、
息
§
魅
麸
防
R
熔
黛
q
ミ
ミ
建
q
2
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
．
ず
＝
≧
讐
動
勤
竜
喬
§
N
選
一
身
暫
q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
日
三
国
喚
送
建
q
ミ
、
O
心
恥
窃
賄
遥
ミ
き
O
南

。
N
窯
O
図
賠
陶
O
鴛
勅
勢
．
稲
邸
〉
．
N
N
邸
h
口
自
ミ
鶏
、
転
虐
、
ミ
黛
N
尽
ミ
黒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
員
嘱
）
【
幡
Σ
黛
賠
と
勉
翰
唱
至
さ
蒔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
ρ
q
三
」
ド
轄
、
ミ
ミ
選
り
鳶
ミ
働
ミ
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
d
口
O
O
ω
唱
、
q
、
嚇
壁
蔑
§
団

　
　
　
　
　
．
O
り
員
N
一
〇
陣
』
0
咽
の
誉
融
勉
嶋
ミ
電
自
象
、
隔
凝
9
§

．
N
℃
唱
O
）
［
軌
謎
鳶
勢
嚇
砺
心
鳶
隔
。
月
面
〉
．
6
冠
蝋
の
ミ
塁
目
角
O
鳶
り
熔
寵
遣
、
偶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
q
の
ミ
O
竜
ミ
選
§
O
魂
膚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
9
Σ
讐
§
§
o
謎
轄
§
竃
q
魯
、
§

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘱
砧
図
邸
宕
ミ
、
魯
石
叩
慧
ミ
亀
、
薫

（
誌
ザ
　
　
　
ケ
、
　
　
　
八
’
）
冊
　

や
　

わ
　

幻

（
蔭
毎
　
　
噺
　
　
ヤ
　
　
」
）
申
　
阜
黙
　
セ
　
ト

　　　　　褄蕪薫蔭蔭
b・マムト十、

　嵐　ム
　　　ヘ
　　ミ敏
　ム
　．」1；　レ

へ紙心ギト
）））〕”）
仁・く璽卜篭

　骨・　ム
敏・Kくへ

畷鳶帆

キ諏」亭亭へ

　ズい　ノへ
蕪蕪薫薫誌
十鷺・ムき■卜

券

　
ム
へ

讐
　
　
ヤ

　　セ　　　
蔭無薫徳
紳箸lh晋昔

　冊　＼

n　《　文
　心～　ヤ

ノへい　　蕪誌誌憲雪
気毎“冊→ヤ

　　XNX
ミロ

　　K昏承

　　　　　徳誌終誌誌
等十、ムス讐

峰
　
　
ふ

n

Mcxirxr＞徳器蔭誌
駆箸適卜冊

　　5　x

碁nへ笑
　　キ　K

ll∀四レR
VvlvlVV．
舟＝叶無1卜

　讐＼
＝R　心～き、～＼

　帆ム
　　へ
1いづMl叔

心！いマく；

Vv7VVV
＝・〃’“二一ザ

　　　tt1’；　rl’Xx

　　　．；
＝x　ty　ty　“T・

くnRくギ

ぐ心へ卑ム

Vv！VVV
気｝哨兵嵐音

　卜即く＼

くPt

　　七四→・

b”Pl　llいl

vvvvv
峠b峰十’”

；心ムヤへ

VVVv！V
＋ス瞭・応

N　　　X
　・x，　4一　鱈

1卜　　く

へ
争
笑

窒
　
碁

〉
＼
“

ト紙釈b讐〉’吟然券・R然

囚
肉

（
日
）
囚

リト
い頃

℃一4Nth寸ヒの
亀の」のbtのしの

專Fee響。．守穿等丼i孚N◎卜co　ao
cり《角th　th寸一N6う寸いぐr｝a「翰th　th潟き輿禽9



43

第5章　林分生長量の推定

　§1　コアー測定木（標本木）の総括

　標本調査における林分生長量の推定は，これをコアー（core）を用いて，まず各直径階

毎の生長量（連年生長量）をおさえ，これにもとづいて各直径階に対する材積生長量の移

動（増加量）を推定する方法が林分生長量推定の方法としてもっとも妥当な考え方と実行

を示すものと考える．

　萱原山団地における本標本調査でも，抽出プロットの毎木調査と併行して，各プロット

を通じ，立木（毎木）20本の抽出間隔で，直径生長量推定のための生長錐調査を，胸高直

径部位（1，3m）における最：近10年間のコアーの抽出・測定により行ない，同時に同部分

の樹皮厚（Bark）をSwedish　bark　gaugeにより，いずれもmm単位に測定した．この場

合，生長錐によるコアーの抽出は抽出方向による直径生長量の偏差を除くため，常にプロ

ヅトの中心杭の方向から挿入するようにした・

　これにより測定された標本木（コアー抽出木）の本数は，針i葉樹（N）が29本，広葉樹

（L）で88本，計117本で，毎木全本数における1＞’：87本，L：2170本，合計2257本に

対する抽出率はそれぞれN；　33．3　％，L：4．1％，全体では5．2％，となっている．

　次表（第11表）は針。広別各標本木における最近10年間のコアーの測定値を一覧表に

示したものである．

　　　　　　　　第11表　　針（N），広（L）別標本木山コアー測定値一覧表
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（II）

10年間の
コアー長
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註）Plot　No．はBlock：一Major－Minor（Ultimate）のそれぞれのunit番号をあらわす・

　§2直径生長量の推定

　　i標本木における直径生長量の計算

　前節（§1）の標本木にもとつく，直径生長量推定のための回帰式の計算を行なうと次の

とおりである．

　すなわち，標本木の直径生長量として，定期中央部における皮付直径（X）・および平均

皮付直径生長量（Y）の計算をそれぞれ針（N），広（L）別に行ない，これよりX，およ

びYの各4を各直径階毎にまとめて各平均値を算出し，本数を重み（W）として直径生長

量推定のための回帰式を求めた．

　次表（第12表）は，針（N），広（L）三三本木直径生長量計算表，すなわち，標本木に

もとつく皮付直径（X），および平均皮付直径生長量（Y）の計算を示したものである・表

中，D：皮付直径（胸高），　B：樹皮厚（Bark），　d：Z）一2B，つまり皮内直径（胸高），　L：10

年間のcore長，　x：皮内定期中央部直径（d－1L），y：皮内平均直径生長量（2L／10）を・

また，X，　yはx，アに樹皮係数Kを乗じたもので，皮付定期中央部直径，皮付直径生長

量，のそれぞれをあらわす．なお樹波係数Kは全標本木における皮付直径（1））を同皮内

直径（d）で除したもの・つまり器から算出されたものである・



46

　　　　　　　　　　　　第12表

〔1〕　金卜　葉　 1封　　（ハ1）

針（N），広（L）別標本木直径生長量計算表
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£　1　ls4s j－i4gi－2LI

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　κ・L・一墨守一一磯1－1㎜8317

　　ii直径生長量推定のための回帰式の計算

　前項（i）における，標本木の直径生長量にもとつく針（1v），広（L）別直径生長量推定の

ための回帰式の計算を行なうと次のとおりである．

　a）　回帰式計算のための準備表

　すなわち，前表（第12表）の針（N），広（L）それぞれにおける皮付定期中央部直径

（め，皮付直径生長量（Y）を各直径武毎に集計・平均して，X：平均直径，γ：平均直径

生長量（X，Yともに皮付，定期中央部）とし，かつ，各直径階における本数を重みづきと

して，まず回帰式算出最小自乗法計算組織解のための準備表を示すと次表（第13表）のと

おりである．

　なお，表中1＋－＋yの項はチェヅク（check）としての役目をもたせたものであり，ま

たWは各直径階における重みとして本数を標示したものである．

　第13表　　針（N），広（L）別直径生長量回帰式計算：準備表

〔1〕針　葉　樹　（rv）

No．1　1 1十　X十　Y

而
1
2
3
4
．
56
7
8
9
0
　
1
2
3
4
5
　
6
7

　
　
　
　
1
⊥
　
　
ー
ユ
ー
1
1
1
」
　
　
噌
具
－

1
1
1
1
1
　
1
1
1
1
1
　
1
1
1
1
1
　
1
1

6．8936

8．3354

10．5245
12．1031

13．6950

工4．6554

15．1552

18．6283

20．3122
212068

22．3645
23n8379
28．9423
33．6783
34．5203

37．4671

43．5187

O．1579

0．2273

0．2947

0．31S7

0．4499

0．2263

0．1684

0．3578

0．1894

0．3473

0．3473

0．4947

0．8841

0．9261

0e9683

0．2947

0．5262

8．0515

9．5627

11．8192
13．4188

15．1449

15．8817

16．3236

19．9861

21．5016
22．5541

23．7118

25．3326
30．8264

35．6044
36．4886

38．7618
45．0449・

2
5
1
1
4
　
2
1
1
1
2
　
2
1
1
1
1
　
1
2

Z［　17 365．8386 7．1761 390．0147 29
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〔II〕広葉樹（L）

No．

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
　
1
2
3
4
5
　
6
7
8
9
0

　
　
　
　
1
　
1
1
1
1
1
　
1
1
1
1
2

，　21

　22
　23
　24
　25

1
U
7
f
O
O
O
／

2
2
2
2

1 1十X十　IY

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

4．7752

6．5192

7，4742
8，6383

9．5429

10．4151

11．4189

12．6185

13．3567
14．5418

15．2339

16．678S
17．2841

18．7893

19．4952

20．1388
21n7478
22．6302
23．2531

24．2911

25．3292
26．3673

27．4573
29．6892

33．322S

35．3467

40．7967
47．2847

48．7380

O．6436

0．4983

0．1730

0．2492

0，2358

O．3114
0．2414
0．4060／

O．3910

0．3339

0．2232

0．2630

0．2803

0．2769

0．4235

0．3945

0．4775
・O．4152

0．1453

0．3114

O．6228

0．1246

0．4810

0．4049

0．3114

02388
0．1038

0．3010

05087

6．4188

8．0175

8，6472

9．8875

10．7787

11．7268

12．6603

14．0245
14．7477

15．8757

16．4571

17．9415

18．5644

20．0662
20．9187

21．5333
23．2253

24．0454

M．3984
25．6025

26．9520

27．4919
289383
31．0941

34．6339

36．5855

41．9005

48．5857

50．2467

1
2
3
7
7
　
6
8
9
6
6
　
2
3
2
3
5
　
1
2
1
1
1
　
1
1
3
2
1

↑
⊥
1
1
ー
ユ

x（　2g 613．1747 9．7914 651．9661 88

　b）　直径生長量回帰一算出最小自乗法計算組織解

　これより，直径生長量推定のための針（1v），広（L）別回帰式算出最小自乗法計算組織解

は次表（第14表）に示すとおりである・

　第14表　　針（N），広（L）別直径生長量回帰式算出最小自乗法計算組織解

〔1〕針　葉　樹　（1V）

w wX wY w（1十X十　Y）　df

－
Y
y

29 　548．9042
13691．8584

11．0400

2S2．0167

　5．5437

　588．9442
14492，7793
　268．6004　17

18．92773103

0．38068966
3302．3473 43．0545

1．3409
3M5．4018
　44．3954　’　16

O．01303754 SSR＝＝O．7796 0の7796　　15

　いま，その分散分析を各要因（Souree）に対して試みると次表（表14一［ll　一一2）のとお1りである．

　すなわち，同表より回帰係数に対しては従属変数yのConstcmt（常数），　Reg．　on　x

（直径にもとつく回帰）ともに著しく有意にあらわれた．したがって，針葉樹（N）に対す

る直径生長量回帰式Y㈹は
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表14一　〔1〕　一2

Souree ss MS F

Constant
Reg．　on　X

　Error

4．2028

0．5613

0．7796

ー
ユ
ー
窟
J

　
　
l

4．2028

0．5613

0．0520

80．82＊＊

9．93＊＊

Totat 5．5437 17

　　　　　　　Y（一一bo十b1・X

　　　　　　　　　bi＝一　B2，＝一〇．01303754

　　　　　　　　　bo＝Biy一（Bi2’bi）

　　　　　　　　　　＝＝O．38068966一（18．92773103×O．01303754）

　　　　　　　　　　一一〇．13391861

　　　　　　　．・，　Y（M－O．13391861十〇．013e3754・X

となる．

　また，その分散（7）は

　　　　　　　偏軽一警一…5197333

より，それぞれ

　　　　　　　v（b・）一」字

　　　　　　　　　：，v（o．i33gis6i）　一　OQ一：｛tlSliisigLZ3｝131：13　＝　o．ooi7g・2is

　　　　　　　　　　　S2y．ac
　　　　　　　V（bi）　一・
　　　　　　　　　　　A22
　　　　　　　　　：　v（o．oi3037s4）　一一　trm’OgS？37437333　一＝　o．oooois74

となる．

　　　　〔II｝広葉樹（L）

wX w　｝r w（1十X十｝r）　df

1
X
γ

88 1403．9653

28748．2056

28．7869

472．7509
10．3756

1520．7520

30624．9218

　511．9132　29

15．9S415114
P．32712159

6349．1310 13．4835

0，9588

6362．6145

　14．4423　28

O．00212368 SSR＝O．9302 O．9302　27

なお，その分散分析は

　　　表14一〔ll〕一2

Souree ss af MS F

Cons’伽’

Reg．　on　X

　Error

9．4168

0．0286

0．9302

－
噌
⊥
7
ワ

　
　
2

9．4168

0．0286

0．0345

272．95xl・Jk

　O．83　not　sig．

Tota1 10．3756 29

すなわち，広葉樹（L）の場合はConstant（常数）の項のみ著しく有意にあらわれ，　X，
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つまり直径に関する回帰は有意でない．つまり，このことは直径のいかんにかかわらず広

葉樹（L）の直径生長量は常に一定量であることを意味するものである．いま，その回帰式

y《L）は、

　　　　　　　　Y（L）　＝b，

　　　　　　　　　　bo：＝Biy“（Bi2’B2y）’

　　　　　　　　　　一一　O．32712159　一一　（15．95415114　x　O．00212368）

　　　　　　　　　　　＝一〇．29324008

　　　　　　　　．’．　IY（L）　一＝O．29324008

となる．

　また，その分散（のは

　　　　　　　　・秘一弩一撃一…3445185

より

　　　　　　　　v（b・）一語

　　　　　　　　　　：　v（o．2932400s）　＝　O．・O．zzt4sS185　＝　o．ooo391so

となる．

　二二（第6図［a］および［b］）は，直径階（X）別重みづき平均直径生長量（γ）に対す

る，前記直径生長量回帰式の関係について，これを針（N），広（L）別にグラフに示したも

のである．

　§3材積方程式の計算

　前節（§2）の直径生長量にもとづき，各直径階に対する材積生長量の移動（増加量）を

推定するための胸高直径にもとつく単木材積は，これを三木調査における各プロット材積
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　　　　　　第6図　　直径
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　　〔b〕広葉樹（L）
cm　Y（L）＝O．2932
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．
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を，針．（N），広（L）別，各直径階毎に分類・標示した，第4章・§3の直径門別本数・材

積の頻度分布とその百分率より，各直径階に対する1本当り平均材積を導き，それにもと

づいて本数の重み（W）づきによる二次方程式の形により，それぞれ針（N），広（L）別に

求めた．

　なお，単木の胸高直径（D．B．　U．）は輪尺または直径テープにより2cm括約で，樹高

（H）は標本木の伐倒による実測とワイゼ測高器による測定値を基準として毎木毎に1m単

位に目測されたものである．また，材積については熊本営林局の立木幹材材積表によった．

なお，これらにもとつく1本当り平均材積は，主査4名の測定者による平均的な値である

ことから，本節の材積方程式にはあえて樹高曲線は用いず，むしろ材積曲線によった形と

なっている．

　いま，材積方程式誘導のための計算過程を示すと次のとおりである．

　　i材積方程式計算のための準備表

　まず，胸高直径をDとし，それに対する1本当り平均材積vを，第4章・§3・第8表

の針（N），広（L）別直径階別本数ならびに材積頻度分布表一39頁参照一より，各直径階

の材積をその本数で除して求め，次項（ii）の材積方程式算出最小自乗法計算組織解のため

の準備計算を次表（第15表）に，それぞれ針（N），広（L）別に行なった・

　なお，表中，1＋　D＋D2＋vはチェック（check）の項を，またwは重みとして各直径

階における本数：を標示したものである．

　　　　　　　　　第15表　　針（N）ls広（五）別材積方程式計算準備表

　　　　　　　〔1〕　針　葉　樹　（八り

Nα巨．ID D2 1十D十D2十v［　w

1
2

－
↓
ー
ユ

cm
8・1　64
10　1　100

鎧ヂ』Zi：8劉1
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484
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2116

462 14180

O．0418

0．0701

0．0911

O．　1263
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157．0418
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273．0911

343．1263

421．1738
so7．20so
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703．2608

　813．389S

　931．4360
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1191．6645
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1641．8990
1982．0420
2164．4860

7．3140 14667．3140

8
8
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5
5
5
4
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A
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1
2
2
1
1
ニ
ー

87

〔II〕広葉樹’（L）

No．

1
2
つ
」
4
．
56
片
ノ
8
0
／
0

　
　
　
　
1

1
2
弓
3
4
5

1
ー
ユ
ー
－
⊥
ー
ユ

6
7
・
8
9
0

1
↓
－
｛
⊥
1
2

1
2
3
△
τ
5

2
2
2
2
2

1

1
0
ワ
’
0
0

2
2
2

－
正
1
1
1－
■
1
ー
ユ
ー
－

一
工
ー
ユ
ー
1
1
■

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
⊥
1
1
↓
1
⊥

D D2 拶

　cm
6
8
10
12
14

ノ
0
8
0
2
4
」

1
1
2
角
∠
2ノ
O
n
6
0
ハ
∠
4

2
2
3
3
門
」36
R8
S0
S2

1
0
8
0
2
／
0

4
4
＝
」
5
f
J∩
V
4
4

1
◎
丹
1
0
ノ

36
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324
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0．5221
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O．6232
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0．8274

1．0850

1．1673

1．0113
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1．7300

1．4730
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1．8960

2．7440

4．7220

23．4158

1十　D十　D2十v

　43，0144

　73．0210
　111．0336

157．0532

211．0756

273．0982
343．1333

421，1651

507．2178

601，2605

703．3188
813．3640
931．3189
1057．5221

1191．S115

1333．6232
1483．7396
1641．8274
1808．0850
1982．1673

2164．0113
2353，8240
2552．7300
2758．4730
3194，4650

3662．8960
5553．7440
8935．7220

46863．4158
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　　　ii材積方程式算出最小自乗法計算組繊解

　前項（i）の準備表（第15表［1］および［III）にもとづき，材積方程式計算のための針

（N），広（L）別最小自乗法計算組織解を行なうと次表．（第116表）のとおりである．

　　なお，表16一［1］一1は，同表（第16表［1］）の最小自乗法計算組．織解にもとつぎ，材

積方程式の各要因－（Source）に対する分散分析を示したものである．
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　　第16表　　針（？V．’，広（L）別材積方程式算出最小自乗法計算組織解

〔1〕　針　葉　；樹　（N）

w wD WD2 脚w（1十P十D2十のdf

1　87D
D2

1510
33420

　33420
　906904
28510128

　15．1541　35032．1541
　443．2674　942277．2674
14717v7716　29465169・7716
　7．8912　15184．0843　18

17．35632184
384．13793103
　0．17418505

7211．9540　326855，7241
　　　　　15672238．3460

180．2480　334247．9261
8896．5070　16007990．5771
　5．2516　9082．0066　17

4S／．32138226

0，02499295
858685．1302 727．4185

　0．7467

859412．5487

　728．1652　16

O．OOO84713 O．130S O．1305　15

表16一〔1〕一1

Sottrce ss MS F

Constdnt

　D　D2
　Error

O．6162

4．5049
2，6396

0．1305

ー
ユ
4
1
1
且
膚
）

　
　
　
ー
ユ
．

O．6162

4．SO49
2．6396

0．oo87

70．83＊：：

517．80＊＊

303．40＊＊

Tota1 7．8912 18

　すなわち，材積方程式における従属変数vの（Jonstant，直径（胸高直径）：D，直径の

自乗：D2，の各項に関する回帰の平方和（Sum　of　Seuare：SS）をま，誤差（Error）の平方

平均（Mean　Sguare：MS）に対しいずれも著しく有意にあらわれた．したがって針葉樹

（N）に対する材積方程式ア（Mは

　　　　　　　　V（　N’　＝　bo　＋・bi・D　＋　b2・D2

　　　　　　　　　　b2＝Bs．一〇．OOO　84713

　　　　　　　　　　ゐ1一β2ザ（B22・ゐ2）

　　　　　　　　　　　一〇．02499295一　（45．32138226　×　O，OOO84713）

　　　　　　　　　　　一　一〇．01340015

　　　　　　　　　　bo　＝　Bry　in　（Bn’bi）　一　（Bi2’b2）

　　　　　　　　　　　一〇．17418506一［17．35632184×（一〇．01340015）］

　　　　　　　　　　　　一　（384．13793103　×　O．OOO84713）

　　　　　　　　　　　一〇．08134761

　　　　　　　　．嚇．　V（M－0．08134761一一　O．01340015・1）十〇．000847131）2

となる．

　　　　　〔II〕広葉樹（L）

　　　　　　　　　　　　　　wD　　　w・D2　　wv　w（1十D十D2十のdf

1　2170　29640
D　509632D2

　509632
11952048
404727232

　211．7714　541653．7714
　5359．6560　12496679．6560
194461．7M8・　417383373．7648

　95．7763　200128．968528

の

13．65898618　104779．6496　4990991．5551

234．85345630　285038395．3589
　0．09759051

　2467．0734　5098238．2781
144726．5196　290174113．4336

　75．1094　147268．7024　27
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47．63321479
0．02354535

47301422．6045　27211．8824　47328634．4769
　　　　　　　　1TO213　27228．9037　26

O．OOO57529 1，3667 1．3667　25・

これより，広葉樹（L）における分散分析を試みると次のとおりである．

表16一〔II〕一2

Seurce ss MS F

Constant

　D
　D2
　Error

15．6546

58．0881

20．6669
1．3667

1
1
¶
↓
く
」

　
　
　
2

15，6546

58．0881

20．6669

0．0526

297．62k＊

1104．34＊＊

392．91＊t　＊

Tota1 95．7763 28

　すなわち，広葉樹（L）においても材積方程式における従属変数vのConstant，直

径：D，直径の自乗：D2，の各項に対する平方和（SS）は，誤差の平方平均（MS）に対

しいずれも著しく有意にあらわれた．したがって広葉樹（L）に対する材積方程式7ω妹

これも針葉樹（N）の場合と同様の形から

　　　　　　　　Vu．）＝＝bo　rlT　bi‘D＋b2・D2

　　　　　　　　　　b，一〇．OOO57529

　　　　　　　　　　b，一一〇．023S453S一（47．63321479×O．OOO57529）

　　　　　　　　　　　＝　一　O．00385756

　　　　　　　　　　bo－O，09759051一［13．65898618×（一〇．00385756）］

　　　　　　　　　　　　一　（234．8534S630　×　O．OOO57S29）

　　　　　　　　　　　ご0．01517203

　　　　　　　　．’．　V（．）一〇．O1517203－O，00385756・D十〇．OOO57529・D2

となる．

　いま，各直径階（D）別重みづき平均材積（のと，上記平均単木材積方程式の関係を針

（N），広（L）別にグラフに示すと次図（第7図［a］および［b］）のとおりである．

　§4材積生長量の推定

　いま，前2節の直径生長量回帰式，および材積方程式により，それぞれ32個のMinor

unit　2．00　ha（プPヅト），1ha，ならびに調査対象全面積：146．17　ha，の各単位面積当り

針（1V），広（L）別材積生長量および同生長率の計算を行なうと次のとおりである．

　すなわち，各直径階別1本当り平均材積vを前節（§3）の材積方程式

　　　　　　　　7（．）一〇．0813－O．0134・D十〇，OOO8．D2

　　　　　　　　v（e－o．01s2－o．oo3g・D十〇．ooo6・D2

により針（N），広（L）別にそれぞれ算出し，これより1本当りの材積差dv，つまり各直径

階毎材積生長量を求め，これをさらに平均修正（差の平均）して修正差di　Vを求める．つ

いで同一直径階における平均直径生長量ddを§2の直径生長量回帰式

　　　　　　　　］Y（N）一＝O．1339十〇．0130・X

　　　　　　　　］Y（L）＝＝02932

によりそれぞれ求め，これを材積修正差δVに乗じることにより各直径階の材積生長量を

得る．ただし，本報告の場合，材積生長量は2Cln括約による胸高直径2cm毎の6vで
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直径階の本数Nを乗じたものがその直径階における全材積生長量V（のとなり，そのΣ

（和）が調査プロット（Minor　unit）32個：2．OO　ha当りの材積生長量となる．

　なお，材積生長率Pは，全材積，つまり1本当り平均材積vに前記直径階の本数N

を乗じたものの和：Σ（7）と，全材積生長量：Σ（V（の）より次式

　　　　　　　　一P＿Σ（巧婁）×100

　　　　　　　　　　2］（V）

によりこれを求めた．

　次表（第17表）は，上記の計算方式にもとづいて行なった針（N），広（L）別材積生長量

の計算を一覧表として示したものである．

　　　　　　　　　　第17表　　針（N），広（L）別材積生長量計算：表

　　　〔1〕針葉樹（V）

胞高直径購湘灘｛魔
D．B．H．1　v　1　dv　i　5v

　　cm
6
8
m
1
2
1
4
1
6
1
8
2
0
η
2
4
2
6
2
8
3
0
3
2
3
4
3
6
3
8
4
0
4
2
唱
4
6
4
8

　　M3iHLi，
0．0297
　　　一　O．Oca4
0．0253
　　　0．00200．0273
　　　0．0079
0．0352
　　　0．01530．0505
　　　0．02120．0717
　　　0．02760．0993
　　　0．03400．1333
　　　0．0404
0．1737
　　　0．04680．2205
　　　0．05320．2737
　　　0．05960．3333
　　　0．06600．3993
　　　0．0722
0．4715　’

　　　O．07900，5505
　　　0．08520．6357
　　　0．09160．7273
　　　0，09800．8253
　　　0．1044
0．9297
　　　0．11081．0405
　　　0．11721．1577
　　　0．12361．2813

　　M3
一　O．OO12

0．0050

O．O116
0．0183

0．0244

0．0308

0．0372

0．0436

0．0500

0．0564

0．0628

0．0691

0．0756

0．0821

0．0884
0D948
0．1012

0，1076

0．1140

0．1204

材積生長量
　v（の
（6v・a．”．／’2）

　cml
O．2379

0．2639

0．2899
0．3159

0．3419

0．3679

0．3939

0．4199

O．4459

0，4719

0．4979

0．5239

0，5499

0．5759

0．6019

0．6279

0．6539

0，6799

0．7059

0．7319

　　m琶’

一　O．OOO2

0．OOO7

0．OO17

0．0029

0．0042
0．0057

0．0074

0．0092

0．O112
0．0133

0．0157

0．O181

0．0208
0．0237

0．0266

0．0298
0．0331

0．0366

0．0403
0，0441
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＠
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2
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　　M3
一　O．0026・

O．Ol　12

0．0136
0．0232

0．0336

0．0171

0．0370

0．Cza60

0．0560　i・

O．0532

0．0314

0．0362

0．0208

0．0474

0．0596
0．0331

O．0403

0．0441

全材積
　V（v・N）

　　　m3

　0．3289
　0．4368

　02816
　0．4040
　0，5736
　0．2979
　0．6665

　0．8685
　1．1025
　1．0948
　0．6666
　0．7986

　0．4715
　1．1010

　1A546
　0．82S3

1．040S

1．1577

Σ②00ha当）1 87 k興21
－4伺・・3・・6［

13．5709

1ha当 6．7855

調査対象全面積（146．17ha）当
drt　81－43．938’pmt　991．8292

生長率・P・rv・一 D1習）×1・・一一講一×1・・一4・43・・67≒443％

〔II〕広葉樹（L）

全材積　μ

k”・バリ
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0．8192

O．9098

1．0052

1．1054

1．2104

1．3202

1．4348

1．5542

1．6784

1．8074

1．9412

2．．0798

2．8448

3．0122
3．1844

4．7348

4．9502

5．1704

　　　皿Bl’

O．0042

0．0088

0．0140
0．0186

O．0234

0．0282

0．0330

0．0378

0．0426

O．0474

0．0522

0．0570

0．0618

0．0666

O．0714

0．0762

0．0810

0．0858

0，0906

O．0954

0．1002
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0．0882

O．0930
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O．1410
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0．1698

0．1746
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O．2178
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m3’

O．OOIO

O．OO17
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O．oo31
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0．0052
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O．0066

0．0073

0．0080

0．0088

0．0094

O．OIOI

O．OIO8
0．Ol　15

0．0123

0．0130

0．0137

0．0144
0．0151

0．0158

0．0165

O．0172

0．0179

0．0186
0．0193

0．0200i

O．0207

0．0242

0．0249

0．0256
0．0313

O．0320

0．0327

1ha当

調査対象全面積（146．17ha）当
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0．8194
1．2432

O．9362
1．0450
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0．5200

0．5605

O．3366

0．2920
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0．2350
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0．1512
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0；0453

0．0474
0．0330

O．0172
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0．0200

O．0249
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ms

O．0402

10．7004

18．7516

16．5496

21．5050
17．0240

13．9400

16．8340

11．2098

10．6880

11．4984

7．9044
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4．0384
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5．7344

1．8196
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3，3162

3．6312

2．6404

1．4348

1．6784

1．9412

3．0122

4．9502

223．0708

111．5354

16303．1294

　　　　　　　　　　　　　　　　　　生長率・P…一『話響×…一型l18×1・・一3・5828・9≒358％

　　すなわち，上表（第17表［1］および［IID　より，針葉樹．（N）における調査プロット

（Minor　unit　32個：2．OO　ha）当り材積生長量は0。6012　m3（ha当り0・3006　m3），調査対象

全面積：萱原山団地9，10，11林班全域146．17　ha当りでは43．9387　m3となり，その生

長率P（Mは4。43％となっている．

　　また，同じく広葉樹（L）では，調査プロット当り7，9922mB（ha当り3．9961　m3），調査

対象全面積当りでは584．1099m3となり，生長率．P‘・）は3．58％を示している．

　　なお，針（N），広（L）合計ではそれぞれ8．5934　m3（4．2967m3），628．04861n3どなり，

その生長率P（、rv＋L）は

　　　　　　　　　　　　　　P（lv＋L・一Σ（冬霧病畢盟跨書x100

より
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　　　　　　　　　　　　0．6012十7．9922
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×100－3，631397＝ii＝3．63％　　　　　　　　P（2v＋L）　＝
　　　　　　　　　　　　13．5709　十　223．0708

すなわち3．63％となる．

　なお，各直径階に対する単木材積生長量（v（の）の関係を前表（第17表［1］および［II］）

より針（N），広（L）別にグラフに標示すると皇図（第8図）に示すとおりである．白図よ

り，針葉樹（N）の単木材積生長量は極めて急カーブをもって上昇しているのに対し，広

葉樹（L）の単木材積生長量はほとんど一次式の形を呈している・

　　　m3　　第8図　針（〈り，広（L）別材積生長量（単木）曲線グラフ
材O．0400

埜
量
箪α0300
さ

O．0200

O．OIOO

10　20　30 40　50　60 70 80　90　100
　　D．B．　H．　cm

　　　　　　　　　　　　　　第6章　総　　　　　括

　§1調査結果の総括的内容

　標本抽出法にもとつく九州大学宮崎演習林第六次蓄積調査として，1960年11月，同演習

林萱原山団地9，10，11林班全：域，面積146．17haに対し，蓄積，ならびに生長量推定を

目的として，Sub　Sampling方式によって実施した，本蓄積調査報告の総括的内容は次のと

おりである．

L調査年月日
　　1960年11月14日～19日：6日間，うち現地調査（実働）期間二11月工5日～18日（4日

　間）．

2．調査対象林地およびその面積

　　a）　調査対象林地

　　　　宮崎県東臼杵郡椎葉村所在・九州大学宮崎演習林：萱原山団地9，10，11林班全

　　　：域．

　　b）　面　　　積

　　　　146．17ha，ただし400　m×450　mブロック4個の内接する面積：800　m×900　rn・一
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　　72　ha．

3．林　　　　　相

　過去にモミ，ツガを主とする針葉樹，ならびにケヤキ，サクラ，ブナ等の有用大径広

葉樹の利用伐採が行なわれた広葉樹を主とする天然生林で，その伐跡地は更新の不完全な

二次三七林相を呈する．

4．地　　　　　形

　調査対象林地の地形は標高：650m～1367m（萱原山山頂），平均1000・m，その最大高

低差717mの極めて急峻・野田な谷形を呈する．

5．調　査　方　式

　400　m×450mのブロック4個より，100　m×150　m；第一一次抽出単位（Major　unit）16

個，25m×25　m：第二次抽出単位（Minor　unit）32個の抽出にもとつくSub　Sampling

方式．

6．調　　査　　力

　主査4名，補助者（調査人夫）8～10名による調査班4組編成．

7．調　査　功　程

　1日1班：1Major　unit　一　2　Minor　unit（プロット），4班1日計8　Minor　iunit（1Block）

の調査台東で，その主要調査要因（項目）別時間的功程比率は次のとおりである．

a）測線測量
　　　100m当：36．6分（21．2％）

b）　プPット区劃・設定

　　　　1プPツト当：32・9分（36・3％）

c）三木調査
　　　　1プロット当：38．6分（425％）

8．蓄積調査結果

　第二次抽出単位（Minor　unit）32個の全調査プロットを通じ，針（N），広（L）こみ

による単位当り本数，ならびに材積の推定値は次のとおりである．

a）本　　　数

　　　1プロット（0．0625ha）当　　：　　　　705±4．66（本）

　　　1ha当　　　　　　　 ：　　1128、5±74．59（本）
　　　調査対象全面積（146．17hの当：164953．0土10902．64（本）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［推定誤差率（E）＝6．61％ユ

b）材　　　積

　　　1プロット（O．0625　ha）当　　　：　　　7．1492土05993（m3）

　　　1ha当　　　　　　　　　　　　：　　114．3872士95888（m3）

　　　調査対象全面積（146．17ha）当二16719．9770士気4015949（m3）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［推定誤差率（五）一8・38％］

9．針（N），広（L）別本数，材積の百分率とその主要樹種

　全毎木本数2257本，同材積228。774m罫中，その針（1V），広（L）別比率，ならびに

主要樹種はそれぞれ次のとおりである。

a）針葉樹（2V）

’
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　　　　本数：　87本（3．85％）

　　　　材積：15．183　m3（6．64％）

　　　その主要樹種はツガ，モミ，アカマツ，カヤ，マキ等である．

b）広葉樹（L）
　　　　本数：2170本（96．15％）

　　　　材積：213．591　m3（93，36％）

　　　その主要樹種はシデ類，ミズメ，カエデ類，ブナ，クルミ，ミズキ，ヒメシヤラ，

　　エゴノキ，カシ類，サクラ類，リョウブ，クリ，ホウノキ・，ミズナラ，ノリウツギ等

　　である．

10．林分生長：量

　a）直径生長量（皮付連年）回帰式

　　　　IY（．）　＝＝O．13391861十〇．01303754・．）r

　　　　IYcL）＝＝O，29324008

　b）　材積方程式（平均単木）

　　　　V〈，v）一〇．0813－O．0134・D十〇．OOO8・D2

　　　　V〈．）一一〇．0152－O．0039・D十〇．OOO6．D2

c）材積生長量

　　　［針葉樹（N）］

　　　　調査プロット（Minor　unit　32個：2．00　ha）当：0．6012（m3）

　　　　1ha当　　　　　　　　　　　　：0．3006（m3）
　　　　調査対象全面積（146．17ha）当　　　　　　：43．9387（m3）

　　　［広葉樹（L）］

　　　　調査プPット（Minor　unit　32個：2．OO　ha）当：　7．9922（m3）

　　　　1ha当　　　　　　　　　　　　：　3．9961（m3）
　　　　調査対象全面積（146．17ha）当　　　　　　　：584．1099（M3）

　　　［全体（1v＋五）1

　　　　調査プロット（Minor　unit　32個：2．00　ha）当：　8．5934（m3）

　　　　1ha当　　　　　　　　　　　　 ：　4．2967（m3）

　　　　調査対象全面積（146．17・ha）当　　　　　　：628．0486（m3）

　d）材積生長率
　　　　Pr　．v）嵩　4．43％，　　　　P（L）一3．58％，　　　　　　Pく遊＋ゐ）＝罵3．63％

　§2前回調査結果との比較・対照

　天然生林としてのいくつかの問題点，たとえば内生長（lngroWth），枯死量（Mortality）

の推定，更新状態の把握，等の問題点は未解決のままに残したが，けだし，本報告におげ

る萱原山団地の第六次蓄積調査の終了をもって・九州大学宮崎演習林全：域，面積2919・41ha

に対する蓄積ならびに生長量の推定は，1956年3月，三方嶽団地南部地区の調査を第一次

として開始した，5年間，6回にわたる現地調査の実施により一応の完成をみるにいたっ

た．

　いま，前5回の調査結果につき，これを本報告の萱原山団地調査と併せて総括的にその

比較・対照を試みると次のとおりである．
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　すなわち，各調査回次の主要結果について，

すると次表（第18表）のとおりである．

まず，そのプログラムを一覧表として標示

第18表　　九州大学宮1埼演習林標本調査プvグラムー覧

鹸藁葺i 団　　地

第1次i19禦
次
次
次
次
次

2
3
4
5
6

第
第
第
七
第

57．　10

58．　3

59，　3

59．　11

60．　11

三方嶽（南部）
三方嶽（中部）
三方嶽（北部）

樋　口　山
萱　原

調　　査　　方　　式

矢立・合戦原ISystCmatic　Line－plot　Sampli㎎

　　　　山1Sub　Sampling

＄ystematic　Line－plot一　Sarr；pling

Systematic　ClustTer　Sampling
IRnep！esenSptiyg　Ling－plo．．t　Sarppling

Systematic　Line－plot　Sampling

調査（対象）

面　　　積
プロット

面積
　ha　ha
355．30（　540．10）

731．13（1646．38）

449．30（　44920）
436．07（　436．07）

429．13（　429．13）

72．00（　146．17）1，

　ha
O．04

2×O，04
O．10

0．05

0D8

プロツ
　ト

抽出数

　　　
0・0625132

五
τ
9
4
．
5
ハ
U

O
O
う
白
4
8
6

　いま，上表（第18表）における調査方式，調査面積，および調査プロットの面積，同抽

出個数にもとつく，各調査回次別戸（N），広（L）こみによるha当り，ならびに調査対象

面積当り蓄積，およびその推定誤差率（E）を一覧表として標示すると次表（第19表）の

とおりである．

第ユ9表　　各調査翠黛別ha当りならびに調査対象面積当り蓄積推定値一覧表

調査三次 繭醐象酵 ha当 調査対象面積当 E

第
第
第
第
第
第

次
次
次
次
次
次

1
2
3
4
5
6

　　ha
355．30

731．13

449．30

436．07

429．13

146．17

　　　　M3
113．5＝ヒ21．9

170．7　±　14．2

141．8±21．0

115，4±　5．5

177．0±12．4

114．4±　9．6

　　　　　M3
40310±　3883
124777±20783
63705±　9428
50302±　2394
75973±　5300
16720±　1402

19．3

16．7

14．8

9．3

14．0

8．4

100V

　上表（第19表）より，宮崎演習林全域に対するha当り平均材積は140　m3となり，標

準誤差（SE）は95％の確率で±8m3，すなわちその推定範囲は132　m3～148　m3／haと

なり，誤差率（E）は11．43％となる．因みに針（N），広（L）各々の材積の比率は，全体的

には20％（N）＝80％（L）である。

　また，針（N），広（L）別各調査藤波別林分材積生長量，およびその生長率（P）は次表

（第20表）に示すとおりである．なお，表中P（iY＋L）は針（N），広（L）こみによる全体

の生長率を意味する．　また，第二次調査における針葉樹（N）はそれぞれモミ，ツガ，

アカマツ，の各生長量，およびその生長率を表わす．これより全体のP（　N）は428％とな

る．

第20表　　針（N），広（L）別晶晶査回次別林分材積生長量推定一覧表

調査回次

第1次

第2次

第3次
第4次
第5次
第6次

調
対
面 当㎞

査
象
積

N L

奮韓P。・h・当講讐P…；
Pc，y＋L）

　　ha
355．30

713．13

449．30

436．07

429．13

146．17

3
1

m
7
7
3
1
4
8
7
6

　
0
6
4
5
3
3
5
0

　
3
0
3
6
7
9
8
0

　
4
8
4
5
4
6
1
3

　
0
0
0
0
2
0
1
0

　
　
一

　　　m3
153．043

589．919

317．537
413．151

1111．299
302．545

508．942
　43．939

1．S6％11銘1鶉
7113r　i

　　　5．5027葦：881

5．32　［　3．2800

4．20　i　4．1721
3．45　1　6．2365

4．43　1　3．9961

　　　M3i
704．087　i

4023．163

1473．704
1819．328

2676．874
584．110

2．4s％ P　2．2390i

4．28　1　4．28

3．46　i　4．07

4，22　1　4．22

3．60　1　3，57
3．58　1　3．63
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　いま，宮崎演習林全体の針（N），広（L）合計による生長率P（T）は上表（第20表）にお

ける第一～六次調査結果より約4％となる．

　また，本標木調査における調査功程について，記録を欠ぐ第二次調査の分を除ぐ5回の

調査回次につき，これを測線測量，プロット区劃・設定，および標本木測定を含む三木調

査，の各主要調査要因に対し，プロット・サイズ（面積）の段階に順じて配列し，その単

位当り所要時間（分），および全調査時間に対する各々の比率を一覧表として標示すると次

表（第21表）に示すとおりである．

第21表　各調査回次別調査功程一覧表
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　すなわち，上表（第21表）より，測線測量における所要時間は，第一次（1956・3），およ

び第三次（1958．3）の2回のみ100m当り．約40分を要しているが；他の3回は略30分と

なっており，平均38．8分，その標準誤差SEは±2．6分である．また，プロット区劃・設

定では必ずしもプロット・サイズ（面積）と比例しておらず，1プPット当り平均所要時間

は28．7分で，その標準誤差SEは±2．3分となる．なお，毎木調査時間とプPット・サイ

ズ（面積）との間には，一応比例的関係が認められる．いま，y：深義調査における所要時

間の推定値，x：アール（a）単位によるプロット面積，とするとその関係は

　　　　　　　　y’一3．16工3十6．6626・x　（SE＝±2．9）

となり，したがって±2．9（≒3）分の誤差で調査プPヅト面積に対する所要時間を推定す

ることができる・

　以上，ha，ならびに調査対象面積当り蓄積推定値，同林分材積生長半平定値，主要調査

要因に対する調査功面忘に対し，第一・～六次の各調査二次に？きこれを総括的に一・覧表と

して標示したが，これらについては，後日，全調査結果の総合的取りまとめにおいて，

さらに詳細な検討と吟味が加えられることを期待し，一応の比較・対照にとどめる所以で

ある．
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Resum・e

　　　This　is　the　6th　survey　for　Miyazaki　District　of　Kyushu　University　Forests，　KA－

yABARu　Area，　Nov．　1960．

　　　　Total　area　involving　eompartment　No．　9，　10，　11，　is　146．17ha．　S　ampling　Method

is　Sub　Sampling　for　the　rectangular　area　72．　ha　800　m　×　900　m　cons・isted　wit．　h　4　blocks，

each　400　m　×　45e　m．　Each　block　is　consisted　with　12　major　random　sampling　units，

each　100　m　×　150　m．　Each　major　random　samplmg　unit　is　consisted　with　24　minor

random　sampling　units，　each　25　m　×　25　m．　FinaJly　each　minor　random　sampling　unit

is　consisted　with　4　u融nate　units，　each　12。5　m×　12．5　m　for　separated　nユeasurement．

　　　　Mt．　KAyABARu　is　so　steep・　that’　we　Qoqld　not　go　to　anyvvherp．　we　want．　lt’s・　elevation

is　1367　m，　ln　our　survey，　we　took　4　major　random　Sampling　units　in　each　block　at

first．　Then　we　took　2　minor　random　sampling　units　in　each　major　unit　secondly．　So

the　total　number　of　ultimate　units　is　4×4×2×4＝128．　D．B；H．　measurements　of　every

tree　and　hight，　increment　core，　crown　diameter　measurements　of　sample　trees　took　16

’parties－days　for　128　u！timate　units，

　　　The　results　are　show且as　following二the　number　of‡rees　per　ha　1129土75，　volumθ

per　ha　114±10m3，　which　are　mainly　small　size　trees　under　2Q，（rm．　The　total　timber

stock　is　16719　m3　with　sampling　error　6．38　％．

　　　　The　ratio　of　conifer　to　broad　leaved　tree　is　6．64　905・　and　main　specie＄　are　Carpinus，

Betula，　A　cer，　Fagus，　Jug！ans，　2aercus，　Machilus，　A，ctinodaphne　and　etc．

　　　　Diameter　growth　p’er　year　is　2．9　mm　for　broad　leaved　tree　in　average，

　　　Volume　equation　for　broad　leaved　tree　is　．’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　V（，，）一〇．0152－O．0039・D．十〇．QOQ6　Dl　’　，　　．’

　　　　Volume　growth　of　broad　leaved　tree　per　ha　4．O　m3　with　growth　percentage　3．6　％．

Total　growth　of　volume　is　628　m3　withput　the　consideration　of　ingrowth　and　mortality．


